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特集　星のまちめぐり

　

み
な
さ
ん
は
、
自
分
が
住
ん
で

い
る
地
域
に
ど
ん
な
見
ど
こ
ろ
が

あ
る
か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
１
月
24
日
（
木
）
に
星
の

ま
ち
観
光
協
会
主
催
で
行
わ
れ
た

「
星
の
ま
ち
め
ぐ
り
〜
星
田
寺
社
探

訪
〜
」
か
ら
、星
田
の
観
光
名
所
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
長
公
室
広
聴
広
報

担
当
へ
職
場
体
験
学
習
に
来
て
い

た
二
中
生
２
人
と
一
緒
に
取
材
し

ま
し
た
。

問 
い
合
わ
せ　

市
長
公
室
広
聴
広

報
担
当
か
、
商
工
観
光
課
（
℡  

８
９
２
・
０
１
２
１
）

星田寺社探訪

星田の町は

　「星田」の地名の由来は、この地に古くから
「八
はっちょうみところ

丁三所」という星にまつわる伝説があり、
星信仰からきたという説や、昔、この地域は
水の便が悪く、乾いた田んぼが多かったため、
「乾

ほし だ

田」「干
ほし だ

田」と呼ばれたことからという説
があります。
　町の特徴としては、江戸時代の初めごろに
描かれた絵地図に描かれている町並みやお
寺・神社のほとんどが、今も残っていること
が挙げられます。
　また、歴史の教科書にも出てくる「大阪夏
の陣」で、徳川家康が兵を引き連れて泊まっ
た場所としても有名です。

「星のまちめぐり」
地図とコース

①大正天皇行
ぎょうこう

幸記念碑
②六

ろ く ろ

路の辻
③半尺口大師堂
④家康旗掛松石碑（星田公園）
⑤駒

こまつなぎ

繋の場
⑥薬師寺
⑦光林寺
⑧慈光寺
⑨善林寺
⑩神

し ん そ え い し の ひ

祖営趾之碑
⑪伝・家康ひそみの薮
⑫星田妙見宮
⑬星田寺、星田神社
⑭光明寺
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⑪伝・家康ひそみの薮
　本能寺の変のとき、家康は堺に滞在
していました。信長死亡の連絡が入る
と、家康は身の危険を察知し、星田の
平井家の道案内で無事に本国三河へ
帰還できました。
　この薮はそのとき家康がひそんで
いた薮だと伝えられています。

④家康旗掛松石碑
　大阪夏の陣で、家康は星田の平井家
に宿陣し、軍旗をここの松に掲げたこ
とから旗掛松と呼ばれるようになり
ました。当時の松は明治元年に枯れ、
今の松は２代目です。

⑩神祖営趾之碑
　家康が平井家に宿陣したとき、当時
の領主、市橋長勝が星田の守備を固め
たため、大阪方（豊臣方）からの焼き払
いを免れました。
　190年後、長勝の子孫が平井家を訪
れたとき、陣跡が廃れていたため、こ
の碑を建てました。石碑にはそのいき
さつが刻まれています。

　

見
ど
こ
ろ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
②

「
仏
の
心
に
触
れ
る
」

⑥薬師寺
　190 ㌢もある薬師如来立像
や、千体仏が有名です。
　普段は入ることができませ
んが、年 1～ 2回、一般公開を
しています。

⑦光林寺
　寺の設立当初は「神

かんでら

寺」とも
呼ばれ、「神

か ん で ら

出来」という地名
はここからきています。
　また、境内には「八丁三所」
で降った星の一つとされる
「影

ようごうせき

向石」があります。

⑧慈光寺
　交野市唯一の十三仏が有名
です。
　十三仏とは死んだ人の法事
で、初七日から三十三回忌ま
での十三回の法事に当てはめ
られた仏さまです。

星のまちめぐりアンコール

　今回紹介した「星のまちめぐり～星
田寺社探訪～」を、好評につき３月も
実施します。前回参加できなかった人
はぜひご参加ください。
と 　き　3月 28 日（金）午後 1時 30
分～ 4時（雨天中止）
集 合場所　午後１時 30分に星田駅改
札正面
定　員　先着 20人（予約制）
※当日受付はできません。
参加費　無料
申 し込み・問い合わせ　星のまち観光
協会（商工観光課内　℡   892・01 
21）

第二中学校2年生の職場体験
私たちが取材しました

越谷啓太郎さん
　職場の人たちが優しく、3日間楽し
くできました。室内の仕事より、取材な
ど外に出る仕事の方が自分に向いてい
ると思いました。

深見栄介さん
　3日間はあっという間でした。カメラ
を持つのは初めてだったけど、写真を撮
るのは楽しいと思いました。

見
ど
こ
ろ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
①

「
徳
川
家
康
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
」

⑪

④

⑩

⑧

⑦

⑥
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市政のうごき

　

国
民
健
康
保
険
が
、
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

　　

4
月
1
日
か
ら
、
75
歳
以
上
の

人
や
、
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
人
な
ど
で
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
、

医
療
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
す
べ
て
の
市
区

町
村
が
加
入
す
る
、
後
期
高
齢
者

広
域
連
合
（
各
都
道
府
県
ご
と
に

設
置
）
が
運
営
主
体
と
な
り
、
保

険
料
の
決
定
・
医
療
の
給
付
な
ど

国民健康保険からの
お知らせ

問い合わせ　国民健康保険課・市民総合窓
口担当（℡  892・0121）

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象

に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目

し
た
「
特
定
健
康
診
査
」
を
実
施

し
ま
す
。メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
人
に

は
、「
特
定
保
健
指
導
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

受
診
機
関
や
受
診
日
な
ど
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
や
、「
特
定
健
康

診
査
受
診
券
」を
送
り
ま
す
の
で
、

指
定
の
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
健
診
は
年
１
回
受
診

で
き
ま
す
。

■
特
定
健
診
項
目

　

問
診
・
腹
囲
測
定
な
ど
を
加
え

た
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
血
液

検
査
・
尿
検
査
・
必
要
な
人
に
は

貧
血
・
心
電
図
検
査

※ 

市
国
保
以
外
の
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

各
医
療
保
険
者
か
ら
特
定
健

診
・
保
健
指
導
の
具
体
的
な
案

内
が
届
き
ま
す
。

■
医
療
保
険
の
種
類

▽ 

政
府
管
掌
健
康
保
険
（
政
管
健

保
）

▽ 

組
合
管
掌
健
康
保
険
（
組
合
保

険
）

▽ 
船
員
保
険

▽ 
共
済
組
合

を
行
い
、
市
は
、
保
険
料
の
徴
収

な
ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
の

窓
口
負
担
を
据
え
置
き

　

　

70
歳
〜
74
歳
の
人
の
窓
口
負
担

は
、4
月
〜
21
年
３
月
の
１
年
間
、

窓
口
負
担
が
１
割
に
据
え
置
か
れ

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
の
制
度
改
正

で
、
４
月
か
ら
２
割
負
担
に
見
直

さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
も
の

を
据
え
置
く
も
の
で
す
。

※ 

す
で
に
３
割
負
担
に
な
っ
て
い

る
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
、
一
定

の
障
が
い
認
定
を
受
け
た
人
は

除
き
ま
す
。

※ 

現
在
、
高
齢
受
給
者
証
（
黄
色
）

の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
２

割
（
３
月
31
日
ま
で
１
割
）」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
３

月
末
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送

り
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
が

段
階
的
に
廃
止　

　　

会
社
な
ど
を
退
職
し
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
75
歳
未

満
の
人
（
被
用
者
年
金
を
受
け
て

い
る
人
が
対
象
）
と
、
そ
の
被
扶

養
者
は
、
退
職
者
医
療
制
度
の
適

用
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
４
月
か

ら
、
対
象
年
齢
が
65
歳
未
満
に
変

わ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
現
在
65
歳
以
上

で
「
退
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保

険
者
証
（
藤
色
）」
を
持
っ
て
い

る
人
に
は
、
３
月
末
に
「
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ

色
）」を
送
り
ま
す
。

医
療
費
２
割
負
担
の
対
象
年
齢
を

義
務
教
育
就
学
前
に
拡
大

　　

乳
幼
児
の
医
療
費
２
割
負
担
の

対
象
年
齢
が
、
現
在
の
３
歳
未
満

か
ら
、
義
務
教
育
就
学
（
小
学
校

入
学
）前
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

特
定
健
診
・
保
健
指
導
が

始
ま
り
ま
す

　

市
で
行
っ
て
い
た
基
本
健
康

診
査
に
代
わ
っ
て
、
40
歳
〜
74
歳

▽ 

国
民
健
康
保
険
組
合
（
国
保
組

合
）

▽ 

市
町
村
国
民
健
康
保
険
（
市
町

村
国
保
）

※ 

ど
の
医
療
保
険
に
属
し
て
い
る

か
は
、
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
保
険
者
の
名
称
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※ 

政
府
管
掌
健
康
保
険
の
場
合

は
、
保
険
者
の
欄
に
、「
○
○
社

会
保
険
事
務
所
」
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

65
歳
〜
74
歳
ま
で
の
年
金
受
給
者              

国
保
世
帯
の
保
険
料
が
、
年
金
か

ら
の
天
引
き
に
な
り
ま
す

　

10
月
か
ら
、国
保
被
保
険
者
で
、

年
金
を
受
給
し
て
い
る
65
歳
〜
74

歳
の
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険
料

が
、
原
則
と
し
て
世
帯
主
の
年
金

か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
（
特
別

徴
収
）。

　

た
だ
し
、
65
歳
未
満
の
国
保
被

保
険
者
が
い
る
世
帯
や
、
年
金
額

が
年
額
18
万
円
未
満
の
場
合
、
ま

た
、
介
護
保
険
料
と
の
合
算
し
た

額
が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
る
場
合
な
ど
は
、
実
施
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
場
合
は
、
今
ま
で
と

同
様
に
、
個
別
に
保
険
料
を
納
め

ま
す（
普
通
徴
収
）。
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市政のうごき

総合計画策定作業
基本方針（原案）
にご意見を

　

総
合
計
画
と
は
、
行
政
運
営
の

基
本
と
な
る
計
画
で
す
。
市
で
は
、

23
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い

総
合
計
画
策
定
に
向
け
て
、
20
年

度
か
ら
そ
の
作
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
そ

の
作
業
を
行
う
の
か
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
進
め
方
に
つ
い
て
共
有

す
る
た
め
に
、
作
業
の
基
本
方
針

を
定
め
ま
す
。

案 　

件　

第
４
次
交
野
市
総
合
計

画
策
定
作
業
基
本
方
針（
原
案
）

案 

の
閲
覧
場
所

 

▽ 

市
役
所
本
館
２
階　

情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー

大
阪
府
知
事

選
挙
の
結
果

（
交
野
市
開
票
区
）

　

１
月
27
日
（
日
）
に
行
わ
れ

た
大
阪
府
知
事
選
挙
の
交
野
市

開
票
区
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員

会
（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

当日有権者数 6 万 1,256 人

投票総数　 3 万 4,203 人

投票率 55.84％

有効投票数 3 万 3,923 票

無効投票数

（うち白紙）

280 票

（175 票）

候補者名（所属） 得票数

梅田章二（無所属） 4,970 票

橋下とおる（無所属） 1万 7,380 票

熊谷さだとし（無所属） 1万 1,191 票

杉浦清一（無所属） 201票

高橋正明（無所属） 181票

▽ 

市
役
所
本
館
２
階　

企
画
財
政

室
企
画
担
当

▽ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:// 

w
w
w
.city.K

atano.osaka 
.jp

）

意
見
を
提
出
で
き
る
人

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

▽ 

市
内
に
事
業
所
（
事
務
所
）
を

有
す
る
人
や
法
人
・
団
体

▽ 

市
内
の
事
業
所
（
事
務
所
）
に

勤
務
す
る
人

▽
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

▽ 
市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
人

や
法
人
、
団
体

▽ 

そ
の
他
、
こ
の
案
件
に
利
害
関

係
を
有
す
る
人
や
法
人
、
団
体

募 

集
期
間　

３
月
１
日
（
土
）
〜

31
日
（
月
）

意 

見
の
提
出
方
法　

意
見
に
①
住

所
②
氏
名
を
記
入
し
、
募
集
期

間
内
〈
消
印
有
効
〉
に
、郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
ｅ
メ
ー
ル
・
直
接

持
参
で
、
企
画
財
政
室
企
画
担

当
（
〒
５
７
６
ー
８
５
０
１

　

 

℻  
８
９
１
・
５
０
４
６　

e-m
ail:kikaku@

city.kata
no.osaka.jp

）

※ 

意
見
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
公

表
（
個
人
情
報
を
除
く
）
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
意

見
に
対
し
て
個
別
に
は
回
答
し

ま
せ
ん
。

問い合わせ　企画財政室企画担当
（℡  892・0121）

右折禁止のお知らせ

問い合わせ　枚方警察署（℡  845・1234）
市道路河川課（℡  892・0121）

　

３
月
末
か
ら
、
信
号
機
設
置
の

た
め
、
市
道
・
私
部
森
北
線
お
よ

び
市
道
・
森
北
１
号
線
と
府
道
・

交
野
久
御
山
線
の
交
差
す
る
部
分

の
一
部
通
行
が
、
次
の
と
お
り
規

制
さ
れ
ま
す
。

　

通
行
に
関
し
て
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

規  

制

　

 

府
道
・
交
野
久
御
山
線
か
ら
市

道
・
森
北
１
号
線
へ
の
右
折
禁

止
（
左
図
）
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市民農園の募集一覧

農園名 区画数 年間利用料

向井農園 1

5,000円

井上農園 3

北村農園 1

上埜第1 1

上埜第2 1

上埜第3 4

吉岡農園 1

星田北農園 20

東農園 ２

小寺農園 １

畠山農園 ３ 4,000円

　

市
民
農
園
で
、
花
や
野
菜
を
育

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象　

市
内
在
住
の
人

市民農園の利用者募集

募 

集
農
園
・
利
用
料　

左
表
の
と

お
り

契 

約
期
間　

４
月
20
日
（
日
）
〜

21
年
３
月
31
日（
火
）

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
希

望
農
園
を
記
入
し
、
３
月
19
日

（
水
）〈
消
印
有
効
〉
ま
で
に
〒

５
７
６

－

８
５
０
１　

農
と

み
ど
り
課
内　

市
民
農
園
運
営

協
議
会

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。

※ 
応
募
は
1
世
帯
1
農
園
1
区
画

（
約
18
〜
20
平
方
㍍
）
に
限
り

ま
す
。

※ 

空
き
区
画
が
あ
る
場
合
は
、追
加

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問い合わせ　農とみどり課
（℡  892・0121）
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廃
プ
ラ
分
別
収
集
Ｑ
＆
Ａ

　
　

各
地
区
の
説
明
会
で
出
た
質
問
そ
の
４

Ｑ 　

お
菓
子
の
箱
で
、
紙
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
マ
ー
ク
が
あ
る
場
合

は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

Ａ 　

紙
の
マ
ー
ク
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
マ
ー
ク
の
下
や
横
に「
外
箱
」

「
個
包
装
」な
ど
の
表
示
が
あ
り
ま

す
の
で
、
確
認
し
分
別
し
て
く
だ

さ
い
。

　

 　

な
お
、
紙
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い

て
、
裏
や
内
側
が
銀
色
の
も
の
以
外
は
資
源
ご
み
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ 　

総
菜
な
ど
を
入
れ
て
い
る
ト
レ
ー
（
白
い
容
器
）
は

買
っ
た
お
店
に
返
す
の
で
す
か
。

Ａ 　

ト
レ
ー
は
廃
プ
ラ
対
象
で
す
が
、
独
自
に
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
る
お
店
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
買
っ
た

お
店
に
返
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。お
店
に
返
す
こ

と
が
で
き
な
い
と
き
は
、廃
プ
ラ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ 　

レ
ジ
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が

な
い
も
の
は
、普
通
ご
み
に
出
す
の
で
す
か
。

Ａ 　

無
地
の
レ
ジ
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
は
、
マ
ー
ク

の
表
示
義
務
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
容
器
包
装
に
な
る
の

で
廃
プ
ラ
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。レ
ジ
袋
を
ご
み
袋
と

し
て
使
用
し
て
も
大
丈
夫
で
す
。

Ｑ 　

廃
プ
ラ
は
軽
い
の
で
、風
で
飛
び
ま
せ
ん
か
。

Ａ 　

各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
ネ
ッ
ト
を
か
ぶ
せ
る
な
ど
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

循
環
型
社
会
推
進
室（
℡  
８
９
２・
０
１
２
１
）

廃プラ分別収集始まる

問い合わせ　循環型社会推進室
（℡  892・0121）

　

２
月
１
日
（
金
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

（
廃
プ
ラ
）
の
分
別
収
集
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
45
分
に
環
境
事
業
所

を
出
発
し
た
３
台
の
収
集
車
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
収
集
を
開

始
。
積
み
込
ん
だ
廃
プ
ラ
は
、
北

河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

「
か
ざ
ぐ
る
ま
」（
寝
屋
川
市
）
へ

運
び
入
れ
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
ま
で
の
１
日
平
均

収
集
量
は
３
・
９
㌧
と
な
り
、
制

度
開
始
1
週
間
で
、
分
別
収
集

が
軌
道
に
乗
っ
た
と
き
の
目
標

量
４
・
８
㌧
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
、
環
境
問
題
に
高
い
関
心
を

持
っ
て
い
る
こ
と
の
結
果
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
廃
プ
ラ
だ
け
で

な
く
、
紙
ご
み
な
ど
の
資
源
ご
み

の
分
別
収
集
や
ご
み
の
減
量
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

焼
却
炉
の
工
事
期
間
中

ご
み
の
量
が
10
％
減
量

　　

四
條
畷
市
交
野
市
エ
コ
・
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
四
條
畷
市
交

野
市
清
掃
施
設
組
合
）
の
ご
み
焼

却
炉
の
改
修
工
事
（
１
月
16
日
〜

22
日
）が
終
了
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
ご
み
減
量
を
呼
び
か

け
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の
協
力

で
、
予
測
の
ご
み
量
を
約
10
％
も

下
回
り
ま
し
た
。

「かざぐるま」での分別作業

第二京阪道路の状況（1月の動き）

▽  協議会を実施（18日＝天野が原町区）

 ▽各地区役員と話し合いを実施 

▽  天野川と第二京阪道路の交点をデザインす
る第 2回ワークショップを実施（17日）
　なお、最新の状況は、ホームページ（http://
www.city. katano.osaka.jp/）に掲載しています。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡   892・
0121）

国、西日本高速道路㈱［第二京阪道路事業者］は、
平成21年度の供用を目標に事業を進めています

引き続き施された高機能舗装（国道 168 号の一部）

　別名「排水性舗装」と
呼ばれ、路面に細かいす
き間を設けることで、表
面に水が溜まらないの
で、水しぶきの発生が少
なく、安全性が高まりま
す。また、騒音も抑えら
れます。
　第二京阪道路では、「自動車専用道」、「一般国道」
全線に高機能舗装が採用されます。
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

 　市長公室、企画財政室、
　総務課、人事課、税務室、
　市民総合窓口担当、市民課、
　国民健康保険課、こども室、
　商工観光課、会計室、
　議会事務局、
　行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　環境保全課、都市計画課、
　道路河川課、農とみどり課、
　下水道課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、学校給食課 ℡  810・8010
　指導課 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430
ファミリー・サポート・センター ℡  893・0757

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

里
山
体
験
と

シ
イ
タ
ケ
ホ
ダ
木
づ
く
り

と 　

き　

３
月
23
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時（
雨
天
中
止
）

集 　

合　

午
前
９
時
に
い
き
も
の

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内 　

容　

間
伐
作
業
や
下
草
刈
り

な
ど
の
里
山
体
験
と
、
間
伐
材

に
よ
る
シ
イ
タ
ケ
の
ホ
ダ
木
づ

く
り

※ 

ホ
ダ
木
は
１
人
１
本
ず
つ
持
っ

て
帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

定 　

員　

先
着
20
人

服 　

装　

作
業
服
、
帽
子
、
底
の

厚
い
靴

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
雨
具（
ビ

ニ
ー
ル
カ
ッ
パ
）

指 　

導　

交
野
里
山
ゆ
う
ゆ
う
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

５
日
（
水
）
か
ら
い
き
も
の
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

文　
化

市
少
年
少
女

発
明
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

道
具
の
使
い
方
や
ア
イ
デ
ア
の

出
し
方
を
学
び
、
自
由
な
発
想
で

創
作
活
動
を
し
ま
す
。

私
部
南
遺
跡
現
地
公
開

と 　

き　

３
月
15
日
（
土
）〈
小
雨

決
行
〉

①
午
後
１
時
〜

②
午
後
２
時
〜

と 

こ
ろ　

私
部
南
１
丁
目
地
内

（
第
二
京
阪
道
路
工
事
区
域
内
）

集 　

合　

ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
「
い
き

い
き
ラ
ン
ド
停
留
所
」前

※ 

車
で
の
来
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

内 　

容　

古
墳
時
代
の
集
落
と
、

そ
こ
か
ら
出
土
し
た
土
器
な
ど

を
公
開

※ 

子
ど
も
用
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
準

備
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

府
文
化
財
セ
ン

タ
ー
京
阪
調
査
事
務
所
（
℡  

８
９
５
・
１
２
０
０
）

と 　

き　

４
月
〜
21
年
３
月
の
毎

月
第
２・
４
土
曜
日（
８
月
は
別

途
計
画
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と 

こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね　

創

作
研
修
室

対 　

象　

市
内
在
住
の
小
学
４
・ 

５
年
生

募 

集
人
数　

若
干
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

教
材
費　

年
額
２
０
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

15
日
（
土
）
ま
で
に
青
少
年
育

成
課

アウトドア
　 里山体験とシイタケホダ木づくり
文　化
 　私部南遺跡現地公開
 　市少年少女発明クラブ員募集
　 春のパソコン教室
 　ブンブン劇場春のスペシャル
 　春休みビデオ上映会
 　摂南大学シンポジウム

  長谷川義史　原画展と講演会
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※各問い合わせ電話番号は、8ページの「電話番号案内」を参照してください。

ブ
ン
ブ
ン
劇
場

春
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

と 　

き　

３
月
26
日
（
水
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

武
道
館
１
階　

武
道
場

※ 

車
で
の
来
場
は
、
で
き
る
だ
け

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

内 　

容　
「
く
み
ど
り
」
に
よ
る

お
は
な
し
組
木
「
ぞ
う
く
ん
の

さ
ん
ぽ
」な
ど

定 　

員　

２
０
０
人
程
度

入 

場
料　

無
料

申
し
込
み　

直
接
会
場 

問
い
合
わ
せ　

青
年
の
家
図
書
室

春
休
み
ビ
デ
オ
上
映
会

と 　

き　

３
月
25
日
（
火
）
午
後

２
時
〜

と 
こ
ろ　

倉
治
図
書
館
２
階　

視

聴
覚
室

※ 

車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

上 

映
作
品　

世
界
名
作
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
「
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
の
冒

険
」

定 　

員　

１
０
０
人
程
度

入 

場
料　

無
料

申 

し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

倉
治
図
書
館

春
の
楽
し
く
・
と
っ
て
も

や
さ
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室

■ 

入
門
コ
ー
ス
「
ま
っ
た
く
は
じ

め
て
の
パ
ソ
コ
ン
」

と 　

き　

４
月
の
毎
週
木
曜
日

（
３
時
間
×
４
日
）

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
と
は
、
文
字

の
入
力
、
メ
ー
ル
・
ゲ
ー
ム
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
体
験
な
ど

■ 

初
級
コ
ー
ス「
ち
ょ
っ
と
で
き
る

け
れ
ど
も
も
う
少
し
詳
し
く
」

と 　

き　

４
月
の
毎
週
水
曜
日

（
３
時
間
×
５
日
）

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
ド
の

基
礎
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
写

し
方
、
メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
楽
し
む
な
ど

■ 

中
級
コ
ー
ス
「
よ
り
く
わ
し
く

習
い
た
い
」

と 　

き　

４
月
の
毎
週
火
曜
日

（
３
時
間
×
５
日
）

内 　

容　

画
像
を
入
れ
た
文
書
づ

く
り
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
画
像
の

加
工
、メ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ブ
ロ
グ
の
活
用
術
な
ど

時 　

間　

各
コ
ー
ス
と
も
各
日

〈
午
前
の
部
〉
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分
と
、〈
午
後
の

部
〉
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分
の
２
部
制

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
２
階　

パ
ソ

コ
ン
研
修
室

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人

定 　

員　

各
20
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

※ 

定
員
20
人
の
う
ち
、
10
人
分
は

以
前
受
講
し
た
コ
ー
ス
か
ら
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
人
の
優
先

枠
で
す
。

受 

講
料

▽
入
門
＝
４
０
０
０
円

▽
初
級
・
中
級
＝
５
０
０
０
円

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①

希
望
コ
ー
ス
と
時
間
〈
午
前
・

午
後
〉
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入

し
、
３
月
10
日
（
月
）〈
消
印
有

効
〉
ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

１　

体
育
文
化
協
会
「
パ
ソ
コ

ン
教
室
」係

※ 

は
が
き
１
枚
に
つ
き
、
１
人
１

コ
ー
ス
で
す
。

※ 

往
復
は
が
き
以
外
で
申
し
込
み

の
場
合
、
抽
選
対
象
外
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

青
年
の
家

摂
南
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
淀
川
討
論
会
」

と 　

き　

３
月
15
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
５
時

と 

こ
ろ　

摂
南
大
学
寝
屋
川
キ
ャ

ン
パ
ス
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
（
寝

屋
川
市
池
田
中
町
17

－

８
）

内　

容

▽ 

講
演
①
「
淀
川
愛
好
会
10
年
の

歩
み
と
地
域
連
携
へ
の
新
し
い

展
開
を
求
め
て
」
＝
同
大
学
工

学
部
教
授　

澤
井
健
二
さ
ん

▽ 

講
演
②
「
淀
川
に
ま
つ
わ
る
歴

史
・
文
化
」
＝
同
大
学
外
国
語

学
部
教
授　

松
本
節
子
さ
ん

▽ 

討
論
会
「
淀
川
左
岸
地
域
に
お

け
る
水
環
境
の
再
生
」

定　

員　

１
０
０
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

８
日（
土
）ま
で
に
、
同
大
学
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー（
℡  
８
２
９
・

０
３
８
６
）

長谷川義史　原画展と講演会

　絵本作家、長谷川義史さんの原画展と講演会です。大
人も子どもも楽しめますので、家族そろってお越しくだ
さい。
■原画展
と 　き　3月 21日（金）～ 26日（水）午前 10時～午後
5時（26日は午後 3時まで）

と ころ　門真市民プラザ生涯学習センター（門真市大字
北島 546）

■講演会
と 　き　3月 23日（日）午前 10時 30分～正午
と ころ　門真市民プラザ生涯学習センター
※ 保育（2～ 6歳児、定員 10人、3月 9日から受付）が
あります。

主 　催　北河内地域広域行政推進協議会
問 い合わせ　門真市民プラザ分館（℡   887・6648）



20.03.01 (10)

ス
ポ
ー
ツ

生
涯
学
習
大
学
体
育
コ
ー
ス

 

と
き
・
と
こ
ろ

① 

３
月
８
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
、

青
年
の
家　

２
０
３
号
室

② 

３
月
15
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
、

青
年
の
家　

２
０
１
号
室

③ 

３
月
22
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
、

星
の
里
い
わ
ふ
ね

 

内　

容

▽ 

①
②
は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー

ジ
講
習
会

▽ 

③
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ス

リ
ー
タ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
実
技

（
上
履
き
、
運
動
の
で
き
る
服

装
、タ
オ
ル
、飲
み
物
を
持
参
）

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
レ
ベ

ル
に
応
じ
て
指
導
す
る
チ
ケ
ッ
ト

制
の
教
室
で
す
。

と 　

き　

４
月
２
日
（
水
）
〜
21

年
３
月
27
日
（
金
）
の
水
・
金

曜
日
、午
前
10
時
〜

と 

こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

対 　

象　

健
康
で
運
動
可
能
な
人

※ 

18
歳
未
満
は
保
護
者
の
同
意
署

名
が
必
要
で
す
。

定　

員　

先
着
30
人

受
講
料（
11
回
チ
ケ
ッ
ト
）

▽ 

一
般
＝
６
０
０
０
円

第
８
回
大
阪
府

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容

▽ 

陸
上
競
技　

５
月
18
日
（
日
）

＝
万
博
記
念
競
技
場

▽ 

水
泳
競
技　

５
月
24
日
（
土
）

＝
な
み
は
や
ド
ー
ム

▽ 

卓
球
競
技　

５
月
24
日
（
土
）

＝
な
み
は
や
ド
ー
ム

▽ 
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク　

５
月

25
日
（
日
）
＝
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ

ザ
大
阪

▽ 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー　

５
月
25
日

（
日
）
＝
浜
寺
公
園
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
場

▽ 

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技　

５
月
31
日

（
土
）＝
新
大
阪
イ
ー
グ
ル
ボ
ウ
ル

参
加
資
格（
４
月
１
日
現
在
）

① 

13
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者

か
、知
的
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

定 　

員　

50
人

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

１
日（
土
）か
ら
、社
会
教
育
課

▽ 

特
別
Ａ
（
65
歳
以
上
）
＝

３
０
０
０
円

▽ 

特
別
Ｂ
（
身
体
障
が
い
者
）
＝

２
０
０
０
円

※ 

チ
ケ
ッ
ト
は
プ
ー
ル
や
一
般
開

放
日
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

14
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
か

ら
、
受
講
料
と
印
鑑
を
持
っ
て

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

②
府
内
居
住
者

③ 

出
場
可
能
な
競
技
が
あ
る
人

※ 

第
８
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
選
考

会
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

申 

込
書
の
配
布
場
所　

ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー
１
階　

障
が
い
福
祉

課
、市
役
所
本
館
１
階 

市
民
総

合
窓
口
担
当
、
星
田
出
張
所
、

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
、
星
の

里
い
わ
ふ
ね
、青
年
の
家

申 

し
込
み　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
３
月
13
日
（
木
）

ま
で
に
持
参
か
、
フ
ァ
ク
ス
で

障
が
い
福
祉
課
（
℻
８
９
１
・ 

６
２
４
１
）

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

介
護
予
防
・
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

講
習
会「
真
向
法
講
習
会
」

　

毎
日
３
分
間
、
４
つ
の
体
操
を

繰
り
返
す
こ
と
で
健
康
管
理
を
行

う「
真ま
っ
こ
う
ほ
う

向
法
」を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

３
月
25
日
（
火
）・
27

日
（
木
）・
28
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時（
全
３
日
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

対 　

象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
初
心
者

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

24
日（
月
）ま
で
に
高
齢
介
護
課

スポーツ
　 生涯学習大学体育コース
　 ニュースポーツ教室
　 大阪府障害者スポーツ大会
　 介護予防・高齢者スポーツ講習会
教　育
　 夜間中学校で勉強しませんか
人　権
　 女性のためのサポーター養成講座①
福　祉
　 手話奉仕員養成講座

  けいはんなのまちづくりを考える
  青少年コーナー

けいはんなの
まちづくりを考える

と 　き　3 月 9 日（日）午前 10 時 30 分～
午後 4時

と ころ　同志社大学京田辺校地　同志社ロー
ム記念館

内 　容　パネルディスカッション、プロジェ
クト取り組み報告など

同 時開催イベント　けいはんなエリア企業・
自治体・公共施設によるパネル展示、作文・
絵画コンクール作品展示、Kids まちづくり
コーナー、環境にやさしいものづくり体験、
楽しい科学実験教室、Take カフェ 2007
成果報告コーナー、意見交換会

入場料　無料
主　催　同志社大学
問 い合わせ同志社大学京田辺校地総務課地域
GP推進室（℡ 0774・65・7003）



(11)20.03.01
※各問い合わせ電話番号は、8ページの「電話番号案内」を参照してください。

　春は卒業シーズンであると同時に入学・進級な
ど、新しいスタートの季節でもあります。春から
新しいスタートを切る子どもたちに青少年指導員
会からエールを贈りたいと思います。
　自分の目標をしっかりと決め、夢や希望を持ち、
それを忘れないでください。失敗してもくじけな
い心と、勇気を持ち、前を向いて前進する強い自
分をつくり、自分の幸せを自分自身で創作しなが
ら人生を歩いて欲しいと思います。
　自分を大事にし、周りの人も大事にする。辛い
ことも自分の力で乗り越えていく。そんな本当の
強さを持った人になってください。
　子どもたちにこのエールが伝わることを願って
私たちは活動を続けていきます。
交野市青少年指導員会広報部
問い合わせ　青少年育成課

青少年コーナー
新しいスタートを切る子どもたちへ

教　
育

人　
権

女
性
の
た
め
の
相
談

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
①

と 　

き　

４
月
〜
７
月
の
毎
月
第

２
・
４
木
曜
日
午
前
10
時
15
分

〜
11
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

内
容
・
講
師

▽ 
４
月
10
日
＝
「
交
野
が
好
き
！

人
が
好
き
！
時
代
が
も
と
め

る
ま
ち
づ
く
り
」（
企
画
財
政

室
企
画
担
当
職
員
）

▽ 

４
月
24
日
＝「
し
つ
け
と
虐
待
」

（
社
会
福
祉
課
家
庭
児
童
相
談
員
）

▽ 

５
月
８
日
＝「
離
婚
」（
弁
護
士
）

▽ 

５
月
22
日
＝「
人
権
問
題
全
般
・

子
ど
も
の
人
権
」（
市
長
公
室

人
権
政
策
担
当
職
員
・
教
育
委

員
会
職
員
）

▽ 

６
月
12
日
＝
「
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
」（
健
康
増
進
課
保
健
師
）

▽ 

６
月
26
日
＝
「
く
ら
し
と
お
金

の
ト
ラ
ブ
ル
」（
金
融
広
報
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

▽ 

７
月
10
日
＝
「
障
が
い
福
祉
」

（
障
が
い
福
祉
課
職
員
）

▽ 

７
月
24
日
＝「
高
齢
者
介
護
の
現

状
」（
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
）

※ 

日
程
・
内
容
・
講
師
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※ 

希
望
者
に
は
研
修
・
施
設
見
学

な
ど
を
随
時
実
施
し
ま
す
。

※ 

養
成
講
座
②
は
９
月
〜
11
月
、

③
は
21
年
１
月
〜
３
月
開
催
。

対 　

象　

女
性
（
男
性
）
問
題
と

そ
の
解
決
に
関
心
が
あ
り
、
講

座
修
了
後
に
相
談
を
通
じ
自
立

の
た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る

意
思
が
あ
る
人

※ 

資
格
取
得
の
た
め
の
講
座
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

定　

員　

30
人

主　

催　

市
、交
野
市
人
権
協
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
長

公
室
人
権
政
策
担
当

福　
祉

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

聴
覚
障
が
い
者
と
手
話
が
で
き

な
い
人
と
の
意
思
疎
通
を
図
る
手

話
奉
仕
員
と
し
て
活
動
し
て
く
れ

る
人
を
養
成
し
ま
す
。

と　

き

▽ 

火
曜
夜
の
コ
ー
ス
＝
４
月
８
日

（
火
）
〜
21
年
３
月
24
日
（
火
）

午
後
７
時
〜
９
時

▽ 

金
曜
昼
の
コ
ー
ス
＝
４
月
18
日

（
金
）
〜
21
年
３
月
13
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

団
体
共
用
ル
ー
ム

内　

容

▽ 
入
門
課
程
（
15
回
）
＝
相
手
の

簡
単
な
手
話
が
理
解
で
き
、
手

夜や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

間
中
学
校
で

勉べ
ん
き
ょ
う
強
し
ま
せ
ん
か

　

い
ろ
い
ろ
な
事じ
じ
ょ
う情
で
小
し
ょ
う
が
っ
こ
う

学
校

や
中
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
を
卒
そ
つ
ぎ
ょ
う
業
で
き
な
か
っ
た

人ひ
と
、
夜や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

間
中
学
校
で
い
っ
し
ょ
に

勉べ
ん
き
ょ
う
強
し
ま
し
ょ
う
。

① 

入に
ゅ
う
が
く
学
の
受う
け
つ
け付
は
、
年ね
ん
２
回か
い
あ
り

ま
す
。12
月が
つ

１つ
い

日た
ち

か
ら
４
月が
つ

30

日に
ち
ま
で
と
、
９
月が
つ

１つ
い
た
ち日
か
ら
９

月が
つ

10
日
で
す
。
た
だ
し
、
学が
っ
こ
う校

の
休
き
ゅ
う
ぎ
ょ
う
び

業
日
（
土ど
よ
う曜
・
日に
ち
よ
う
び

曜
日
、

祝し
ゅ
く
じ
つ
日
）は
除の
ぞ
き
ま
す
。

② 「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉
べ
ん
き
ょ
う
強
で

き
ま
す
。

③ 

16
歳さ
い

以い
じ
ょ
う上
の
人ひ
と

が
入
に
ゅ
う
が
く
学
で
き

ま
す
。

④
授じ
ゅ
ぎ
ょ
う
り
ょ
う

業
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

⑤ 

大お
お
さ
か
ふ
な
い

阪
府
内
の
人ひ
と
が
入
に
ゅ
う
が
く
学
で
き
ま

す
。

⑥ 

外が
い
こ
く
せ
き

国
籍
の
人ひ
と
も
入
に
ゅ
う
が
く
学
で
き
ま
す
。

⑦
簡か
ん
た
ん単
な
給
き
ゅ
う
し
ょ
く
食
が
あ
り
ま
す
。

問と 

い
合あ

わ
せ　

守も
り
ぐ
ち口
市し
り
つ立
第だ
い
さ
ん三

中ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

学
校
夜や
か
ん
が
っ
き
ゅ
う

間
学
級
（
℡  
06
・ 

６
９
９
１
・
０
６
３
７
）

と
お
か

話
で
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
程

度
の
会
話
が
で
き
る
こ
と
を
目

ざ
し
た
学
習

▽ 

基
礎
課
程
（
25
回
）
＝
相
手
の

手
話
が
理
解
で
き
、
特
定
の
聴

覚
障
が
い
者
と
な
ら
ば
手
話
で

日
常
会
話
が
で
き
る
こ
と
を
目

ざ
し
た
学
習

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定　

員　

各
コ
ー
ス
先
着
30
人

受
講
料　

無
料（
教
材
費
は
実
費
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

３
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）
に
電

話
か
、
フ
ァ
ク
ス
で
障
が
い
福

祉
課（
℻  
８
９
１
・ 

６
２
４
１
）
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福　
祉

税
収
確
保
重
点
月
間

　

３
月
は「
税
収
確
保
重
点
月
間
」

で
す
。

　

北
河
内
府
税
事
務
所
で
は
、
こ

の
期
間
に
、
電
話
や
自
宅
へ
の
訪

問
な
ど
に
よ
る
納
税
催
告
を
集
中

し
て
行
い
ま
す
。

　

納
付
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に

は
、
預
貯
金
、
給
料
や
自
動
車
の

差
し
押
さ
え
を
行
う
な
ど
、
毅
然

と
対
応
し
ま
す
。

　

税
収
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

北
河
内
府
税
事
務

所(

℡
８
４
４
・
１
３
３
１)

固
定
資
産
の
価
格
な
ど
の

閲
覧
、縦
覧
と
審
査
の
申
出

■
固
定
資
産
税
の
閲
覧

　

20
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳

と
宅
地
の
標
準
的
な
価
格
（
路
線

価
図
）の
閲
覧
は
、４
月
１
日（
火
）

か
ら
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
人

① 

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
ま

た
は
そ
の
代
理
人
（
委
任
状
が

必
要
）

②
納
税
義
務
者
と
同
居
の
親
族

③
納
税
管
理
人

④ 

借
地
借
家
人
（
契
約
書
な
ど
の

提
示
が
必
要
）

※ 

路
線
価
図
に
つ
い
て
は
誰
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

■
固
定
資
産
税
の
縦
覧

　

縦
覧
帳
簿
に
よ
り
、
市
内
の
他

の
土
地
・
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

土
地
の
み
所
有
の
場
合
は
土
地

の
縦
覧
の
み
、
家
屋
の
み
所
有

の
場
合
は
家
屋
の
み
の
縦
覧
に

な
り
ま
す
。

縦 
覧
期
間　

４
月
１
日
（
火
）
〜

　
税

６
月
２
日
（
月
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
）

※ 

縦
覧
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
（
名
寄

帳
の
コ
ピ
ー
）
は
有
料
に
な
り

ま
す
。

縦
覧
で
き
る
人

① 

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
ま

た
は
そ
の
代
理
人
（
委
任
状
が

必
要
）

②
納
税
義
務
者
と
同
居
の
親
族

③
納
税
管
理
人

※ 

閲
覧
・
縦
覧
の
い
ず
れ
も
納
税

通
知
書
か
、
本
人
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
身
分
証
（
運
転

免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
１
階　

税

務
室
固
定
資
産
税
係

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

■
固
定
資
産
税
の
審
査
申
出

　

決
定
さ
れ
た
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る

場
合
は
、
４
月
１
日
か
ら
納
税
通

知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
後
60
日

ま
で
の
間
に
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
に
審
査
の
申
出
が
で
き

ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
（
℡
８
９
２
・ 

０
１
２
１
）

福　祉
　 特別弔慰金の請求期限
　 摂南大学公開セミナー
　税
　 税収確保重点月間
　 固定資産の価格など閲覧、縦覧と審査の申出
保険・年金
　 社会保険出張相談所
　 国民年金保険料の学生納付特例
　 老人医療証の交付申請

  国民健康保険料の納付
  介護保険料の納付

摂
南
大
学
公
開
セ
ミ
ナ
ー

と 　

き　

３
月
８
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
学
び
の
館

テ 

ー
マ　
「
障
が
い
者
介
護
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」

定　

員　

先
着
60
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

摂
南
大
学
外
国
語
学
部

教
授　

中
村
忠
雄
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３

月
７
日
（
金
）
ま
で
に
摂
南
大

学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
２
９
・
０
３
８
６
）

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

　

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
３

月
31
日
（
月
）
で
す
。こ
の
期
限
を

過
ぎ
る
と
法
律
の
規
定
に
よ
り
、

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が

消
滅
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

対 　

象　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当

時
の
遺
族
で
、
17
年
４
月
１
日

現
在
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
遺
族
１
人

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③ 

⑴
父
母
⑵
孫
⑶
祖
父
母
⑷
兄
弟

姉
妹
（
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関

係
を
有
し
て
い
な
い
人
を
除

く
）

④ 

③
以
外
の
⑴
父
母
⑵
孫
⑶
祖
父

母
⑷
兄
弟
姉
妹

⑤ 

①
〜
④
以
外
の
三
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
る
）

給 

付
内
容　

額
面
40
万
円
、
10
年

償
還
（
年
４
万
円
）
の
記
名
国

債
申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
課
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保
険
・
年
金

老
人
医
療
証
の
交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、４
月
１
日
か
ら
老
人
医
療（
医

療
費
の
助
成
）
制
度
の
受
給
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
医
療
証
の
交
付
申
請
（
代
理

申
請
可
）に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
４
月
中
に
満
65
歳
に
な
る
人
で

① 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※ 

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

昭
和
13
年
４
月
２
日
〜
昭
和
14

年
10
月
31
日
生
ま
れ
の
人
で

① 

19
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯

② 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

③ 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

④ 
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

社
会
保
険
出
張
相
談
所

（
年
金
記
録
相
談
臨
時
窓
口
）

と 　

き　

３
月
18
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

北
大
阪
商
工
会
議
所

（
枚
方
市
大
垣
内
町
２

－

12

－

27
）

持 

ち
物　

ね
ん
き
ん
特
別
便
（
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号

が
確
認
で
き
る
も
の
）、印
鑑

※ 

家
族
な
ど
の
人
が
代
理
で
相
談

を
受
け
る
と
き
は
、
本
人
か
ら

の
委
任
状
と
委
任
さ
れ
た
人
の

身
分
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
社
会
保
険
事

務
所（
℡  
８
４
６
・
５
０
１
１
）

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例

　

20
歳
以
上
の
人
は
す
べ
て
国
民

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険

料
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
所
得
が
一
定
以
下
で
保

険
料
納
付
が
困
難
な
学
生
に
つ
い

て
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保

険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

対 　

象　

大
学
（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

や
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分

校
に
在
学
す
る
学
生

所 

得
基
準　

１
１
８
万
円
＋
扶
養

親
族
な
ど
の
数
×
38
万
円
＋
社

会
保
険
料
控
除
な
ど

申 

請
に
必
要
な
も
の　

学
生
で

あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

（
学
生
証
な
ど
）、年
金
手
帳

申 

し
込
み　

住
民
登
録
を
し
て
い

る
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担

当
※ 

20
年
４
月
分
以
降
の
学
生
納
付

特
例
の
申
請
は
、
20
年
４
月
１

日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
毎
年

必
要
に
な
り
ま
す
。19
年
度
に

承
認
を
受
け
た
人
で
、
20
年
度

も
学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る

人
は
、
再
度
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
は
が
き
形
式
申
請
書
の
送
付

　

19
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
人
で
、
20
年
４
月
以

降
も
引
き
続
き
在
学
予
定
で
あ
る

こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
で
き
た

人
に
は
、
３
月
下
旬
に
社
会
保
険

庁
か
ら
基
礎
年
金
番
号
な
ど
の
事

項
を
印
字
し
た
学
生
納
付
特
例
申

請
書（
は
が
き
形
式
）を
送
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
在
学
す
る
場
合
は
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
送
す

る
こ
と
で
、
20
年
度
の
申
請
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
在
学
す
る
学
校
な
ど

に
変
更
が
あ
る
場
合
や
生
活
保

護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以
外
の
扶

助
、
失
業
な
ど
を
事
由
と
す
る
学

生
納
付
特
例
の
申
請
を
行
う
場
合

は
、
は
が
き
形
式
申
請
書
で
の
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
市
民

総
合
窓
口
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
社
会
保
険
事

務
所
（
℡  
８
４
６
・
５
０
１
１
）

か
、市
市
民
総
合
窓
口
担
当

⑤ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※ 

②
〜
⑤
に
該
当
の
人
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
患

者
票
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

21
日
（
金
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

介
護
保
険
料
の
納
付

　

３
月
分
の
普
通
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

を
除
く
）
の
納
期
限
は
３
月
31

日
（
月
）
で
す
。
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

国民健康保険料
の納付

　3 月分の納期限は 3 月 31
日（月）〈口座振替は27日（木）〉
です。期限内に納めましょう。
問い合わせ　国民健康保険課
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く
ら
し

水
道
局「
お
客
様

サ
ー
ビ
ス
課
」を
設
置

　

４
月
１
日
か
ら
「
お
客
様
サ
ー

ビ
ス
課
」を
設
置
し
、今
ま
で
別
々

だ
っ
た
水
道
管
の
開
閉
栓
や
水
道

料
金
収
納
の
窓
口
と
、
給
水
工
事

の
申
請
・
検
査
の
窓
口
を
一
本
化

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
局
総
務
課

水
質
検
査
計
画
を
公
開

　

水
道
局
で
は
、
安
全
で
美
味
し

い
水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
質
管

理
の
一
環
と
し
て
水
質
試
験
成
績

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
問
題
出
前
講
座

　

消
費
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

消
費
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
直
接

提
供
で
き
る
よ
う
に
、
団
体
・
グ

ル
ー
プ
が
主
催
す
る
学
習
会
な
ど

に
「
出
前
講
座
」
と
し
て
講
師
を

消費者相談
～賃貸住宅退去トラブル～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

借
り
て
い
た
マ
ン
シ

ョ
ン
を
退
去
し
ま
し
た

が
、
壁
紙
に
汚
れ
が
あ
り
、
貸

主
が
補
修
費
用
を
請
求
し
、
敷

金
を
返
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

補
修
費
用
は
貸
主
が
払
う
べ

き
で
は
な
い
の
で
す
か
。

　

原
則
、
入
居
時
の
契

約
に
従
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま
ず
は
契
約
書
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
国
土
交
通
省
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
※
）
に
よ
る
と
、

通
常
の
住
み
方
を
し
て
、
時
間

の
経
過
で
で
き
た
傷
み
を
直
す

の
は
貸
主
負
担
で
す
。

　

例
え
ば
日
焼
け
で
変
色
し
た

壁
紙
を
張
り
替
え
る
場
合
は
補

修
費
用
を
払
わ
な
く
て
も
よ
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
目
安
に
交

渉
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

賃
貸
住
宅
の
退

去
時
に
は
貸
主
、

借
主
の
双
方
立
会
い
の
も
と
、

物
件
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ

う
。
壁
や
床
、
設
備
の
状
態
を

調
べ
写
真
や
ビ
デ
オ
で
記
録
し

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
入
居
す
る
物
件

も
同
様
に
記
録
を
と
る
と
後
日

の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
役
立
ち
ま

す
。

　

当
事
者
間
で
話
が
つ
か
な
い

場
合
は
、
原
則
１
日
で
行
わ
れ

る
少
額
訴
訟
な
ど
を
検
討
す
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

※ 

「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
＝

国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.m
lit.go.jp

/jutakukentiku/house/
torikum

i/kaihukugaido.
htm

）

Ｑ

助
言

　

３
月
か
ら
「
平
成
20
年
度
水
質

検
査
計
画
」も
公
開
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
意
見
・
質
問

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
水
質
試
験
成
績
や
水

質
検
査
計
画
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.katano.o

saka.jp/kakka/suidouh/
）

や
主
要
公
共
施
設
に
あ
る
冊
子
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
局
浄
水
課

派
遣
し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
で
構
成
さ
れ
、
受
講
者

数
が
10
人
以
上
の
団
体
・
グ
ル

ー
プ

と 　

き　

平
日
の
午
前
10
時
〜
正

午
と
、午
後
１
時
〜
４
時

※ 

１
回
の
講
座
時
間
は
１
時
間
30

分
以
内
で
す
。

開
催
場
所　

主
催
者
側
で
用
意

※ 

会
場
使
用
料
な
ど
は
、
主
催
者

側
で
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

テ 

ー
マ　

次
の
①
〜
⑤
か
ら
1
つ

を
選
択

① 

最
近
の
悪
質
商
法
を
め
ぐ
る
相

談
事
例
と
そ
の
対
処
法
！

② 

大
丈
夫
で
す
か
、
そ
の
儲
け

話
？

③ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話

ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
策
！

④ 
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め

に
！

⑤
子
ど
も
と
契
約
、消
費
者
教
育

費　

用　

無
料

申 

し
込
み　

開
催
予
定
日
の
２
週

間
前
ま
で
に
日
程
・
テ
ー
マ
な

ど
を
決
め
、
所
定
の
申
し
込
み

用
紙
（
商
工
観
光
課
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
商
工

観
光
課

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課 

Ａ

くらし
　 水道局「お客様サービス課」を設置
　 水質検査計画を公開
　 消費生活問題出前講座
　 災害時地域活動研修会
　 春の全国火災予防運動
　 まちづくりラウンドテーブル
　 枚方警察署からのお知らせ

  消費者相談
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災
害
時
地
域
活
動
研
修
会

と 　

き　

３
月
21
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

テ 

ー
マ　
「
災
害
発
生
！
あ
な
た

な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
」

内 　

容　

地
域
で
の
被
災
の
経
験

談
を
踏
ま
え
て
、
助
け
合
い
の

大
切
さ
、普
段
の
心
構
え
、そ
の

と
き
で
き
る
こ
と
を
考
え
る

参
加
費　

無
料

講 　

師　

大
阪
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
准
教
授　

渥
美
公
秀
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
協
議
会

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日（
土
）〜
７
日（
金
）、

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

消
防
本
部
（
署
）
で
は
、「
火
は

見
て
る　

あ
な
た
が
離
れ
る　

そ

の
時
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
独

居
老
人
宅
な
ど
の
防
火
診
断
、
消

火
訓
練
、
防
火
対
象
物
の
立
入
査

察
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

み
ん
な
で
テ
ー
マ
を
持
ち
寄

り
、
肩
書
き
抜
き
で
気
軽
に
意
見

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
消
火
器
の

破
裂
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

家
庭
な
ど
で
不
用
に
な
っ
た
消
火

器
を
有
料
で
引
き
取
り
処
分
し
て

く
れ
る
業
者
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト

﹇
３
つ
の
習
慣
﹈

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

▽ 

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▽ 
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す

﹇
４
つ
の
対
策
﹈

▽ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

▽ 

寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る

▽ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

備
え
る

▽ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

［広告］

枚
方
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
自
転
車
の
安
全
利
用
推
進

　

市
内
で
発
生
す
る
交
通
事
故
の

２
割
は
、
自
転
車
の
事
故
が
占
め

て
い
ま
す
。自
転
車
が
無
秩
序
に

歩
道
を
通
行
す
る
な
ど
、
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
利
用
実
態
も
目
立
っ

て
い
ま
す
。

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ル
ー

ル
を
守
り
、
安
全
に
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

﹇
自
転
車
安
全
利
用
五
則
﹈

①
車
道
が
原
則
、歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③ 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

▽ 

飲
酒
運
転
・
２
人
乗
り
・
並
進

の
禁
止

▽
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

▽ 

交
差
点
で
の
信
号
順
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

■
春
の
安
全
運
転
講
習
会

と 

き
・
と
こ
ろ

① 

３
月
24
日
（
月
）
午
後
７
時
〜
、

私
市
会
館

② 

３
月
27
日
（
木
）
午
後
７
時
〜
、

交
野
会
館

③ 

３
月
29
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
、

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

※ 

い
ず
れ
も
受
け
付
け
は
30
分
前

で
す
。車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

※ 

優
良
運
転
者
表
彰
申
請
に
は
、

こ
の
講
習
を
年
１
回
以
上
、
受

講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

秋
に
は
、
倉
治
公
民
館
と
星
田

会
館
で
同
講
習
会
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

■
サ
ミ
ッ
ト
で
交
通
規
制

　

６
月
13
日
（
金
）・
14
日
（
土
）

に
大
阪
で
、
サ
ミ
ッ
ト
財
務
大
臣

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
規
模
な
交
通
規
制
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
両
日
と
も
大

阪
市
内
中
心
部
へ
車
の
乗
り
入
れ

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署
（
℡  

８
４
５
・
１
２
３
４
）

を
交
換
し
、
知
恵
を
出
し
合
う
井

戸
端
会
議
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
情
報

収
集
の
場
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
活

用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

３
月
23
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
市
民
活

動
推
進
担
当

広報紙に広告を載せませんか
　「広報かたの」は事業所や自営業者のみなさん
から有料広告を募集します。
　希望する広告主は、次の取り扱い業者に直接
お問い合わせください。
広告の大きさ　1枠＝縦45㍉×横84㍉
※2枠を一体的に使うこともできます。
問い合わせ　㈱宣成社（℡   06・6222・7999）

※広告の掲載については㈱宣成社（℡  06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。
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求　
人

し
ご
と

就
職
応
援
フ
ェ
ア

と 　

き　

３
月
18
日（
火
）

と 

こ
ろ　

門
真
市
立
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
門
真
市
御
堂
町
14

－

１
）

内　

容

▽ 

就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
①
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
＝
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
、
②
印
象
を
良
く
す

る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
＝
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

▽ 

就
職
応
援
講
座
「
企
業
が
求
め

る
人
材
と
は
」
＝
午
後
１
時
〜

３
時

▽ 

就
職
応
援
相
談
＝
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

「
均
等
・
両
立
推
進

企
業
表
彰
」候
補
募
集

　

女
性
の
能
力
発
揮
や
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
に
取
り
組
む
企
業

を
募
集
し
ま
す
。

対 

象
企
業　
「
均
等
・
両
立
推
進

企
業
表
彰
基
準
」
を
満
た
す
企

業
※ 

基
準
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http: 

//w
w
w
.m
hlw
.go.jp/bun

ya/koyoukintou/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

応 

募
用
紙
の
配
布　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、大
阪
労
働
局
雇
用
均
等
室

申 

し
込
み　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
３
月
31
日

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

門
真

市
生
活
産
業
課
（
℡
06
・
６
９ 

０
２
・
１
２
３
１
）

（
月
）
ま
で
に
〒
５
４
０

－

８
５
２
７　

大
阪
市
中
央
区
大

手
前
４

－

１

－

67　

大
阪
労

働
局
雇
用
均
等
室

問 

い
合
わ
せ　

同
局
雇
用
均
等
室

（
℡
06
・
６
９
４
１・
８
９
４
０
）

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

小 学 校
［広告］

非
常
勤
保
健
師

対 　

象　

保
健
師
免
許
を
持
っ
て

い
る
人

勤 

務
内
容　

健
康
増
進
課
所
管
の

母
子
保
健
・
老
人
保
健
事
業（
訪

問
含
む
）

勤 

務
時
間　

週
４
〜
５
日
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
15
分

※ 

詳
細
は
面
接
の
上
、
決
定
し
ま

す
。

勤
務
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数　

１
人

賃　

金

▽
週
４
日
＝
月
額
20
万
円
程
度

▽
週
５
日
＝
月
額
25
万
円
程
度

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

増
進
課

ご
み
収
集
ス
タ
ッ
フ

（
ア
ル
バ
イ
ト
）

対 　

象　

体
力
に
自
信
が
あ

り
、
４
月
１
日
か
ら
ご
み
収
集

作
業
の
勤
務
が
可
能
な
人
（
高

校
生
不
可
）　

業 

務
内
容　

廃
棄
物
の
収
集
や
事

務
作
業

※ 

廃
棄
物
の
収
集
時
は
、
収
集
現

場
で
迅
速
に
対
応
が
で
き
、
周

囲
の
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
大

き
な
声
で
誘
導
す
る
こ
と
な
ど

が
求
め
ら
れ
ま
す
。詳
し
く
は

面
接
時
に
説
明
し
ま
す
。

募
集
人
数　

４
人
程
度

勤 

務
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

も
勤
務
）
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
５
時
15
分

雇
用
期
間　

４
月
以
降

賃 　

金　

日
額
９
０
０
０
円
（
別

途
交
通
費
支
給
）

※ 

祝
日
の
勤
務
条
件
・
賃
金
な
ど

は
面
接
時
に
説
明
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

３
月
14
日
（
金
）

〈
必
着
〉
ま
で
に
履
歴
書
を

持
参
か
郵
送
で
〒
５
７
６

－

０
０
４
１　

私
部
西
３

－

３

－

１　

環
境
事
業
所
「
ご
み
収

集
ス
タ
ッ
フ
募
集
」係

※ 

持
参
の
締
め
切
り
は
３
月
14
日

（
金
）午
後
４
時
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
事
業
所

しごと
　 就職応援フェア
　 「均等・両立推進企業表彰」候補募集
求　人
　 ごみ収集スタッフ
　 非常勤保健師
　 小・中学校給食補助作業員
　 放課後児童会障がい児加配アルバイト
子育て
　 まいど子でもカード登録募集
　 ファミサポ会員募集説明会
　 わんぱく親子クラブ
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［広告］

※各問い合わせ電話番号は、8ページの「電話番号案内」を参照してください。

放
課
後
児
童
会

障
が
い
児
加
配
ア
ル
バ
イ
ト

勤 

務
内
容　

障
が
い
が
あ
る
児
童

の
保
育
補
助
（
１
日
３
〜
５
時

間
程
度
）

勤 

務
場
所　

市
内
の
放
課
後
児
童

会
募
集
人
数　

若
干
名

雇
用
期
間　

４
月
〜

賃　

金　

時
給
８
４
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

14
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴
書
を

持
っ
て
青
少
年
育
成
課

小
・
中
学
校
給
食
補
助

作
業
員
ア
ル
バ
イ
ト

対 　

象　

市
内
在
住
で
４
月
か
ら

働
け
る
人

勤 

務
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午

後
２
時
（
実
労
３
時
間
）、
週
５

日
勤
務

勤 

務
場
所　

市
立
小
・
中
学
校

勤 

務
内
容　

給
食
配
膳
作
業

賃　

金　

時
給
８
０
０
円

申 

し
込
み　

履
歴
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送
で
学
校
管
理
課
（
〒

５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部

２

－

29

－

１
）

問
い
合
わ
せ　

学
校
管
理
課

子
育
て

ま
い
ど
子
で
も
カ
ー
ド

利
用
者
と
登
録
企
業
募
集

　

買
い
物
や
外
食
の
と
き
、
会
員

証
（
カ
ー
ド
）
や
携
帯
電
話
の
画

面
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
割
引
・

特
典
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
「
ま
い

ど
子
で
も
カ
ー
ド
」（
関
西
子
育

て
世
帯
応
援
事
業
）
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
品
や
業
務
内
容
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
（
商
品
の
割
引
、

無
料
サ
ー
ビ
ス
、
授
乳
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
な
ど
）を
行
う
登
録
企
業
・

団
体
も
募
集
し
ま
す
。

登 

録
方
法　

携
帯
電
話
か
、
パ

ソ
コ
ン
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.m
aidokode

m
o.jp

）か
ら
登
録

■
利
用
者
募
集

対 　

象　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を

育
て
て
い
る
世
帯

利 

用
方
法　

登
録
企
業
（
商
店
・

飲
食
店
な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）
で
、
会
員
証
や
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
の
つ
い
た
携
帯
電

話
画
面
を
提
示
し
、
割
引
や
特

典
を
受
け
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
説
明
会

と 　

き　

３
月
11
日
（
火
）
①
午

前
10
時
30
分
〜
②
午
後
２
時
〜

※
い
ず
れ
も
予
約
制
で
す
。

と 

こ
ろ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
別
館

１
階
）

対 　

象　

乳
幼
児
や
小
学
生
が
い

る
家
庭
の
子
育
て
の
手
伝
い
を

「
し
て
欲
し
い
人
」と「
し
た
い
人
」

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
セ

ン
タ
ー

■
登
録
企
業
・
団
体
募
集

対 　

象　

府
内
に
店
舗
・
住
所
が

あ
る
企
業
・
団
体

※ 

一
部
参
加
で
き
な
い
業
種
も
あ

り
ま
す
。

特　

典

① 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
つ
い
た
認

定
証
・
ス
テ
ッ
カ
ー
を
提
供

② 「
ま
い
ど
子
で
も
カ
ー
ド
協
賛

店
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載（
年

２
回
程
度
）

③ 

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
利
用

④ 

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
や
モ
ニ
タ
ー
募
集

問 

い
合
わ
せ　

府
子
育
て
世
帯

応
援
事
務
局
（
℡  
06
・
６
４ 

５
２
・
６
１
８
８
）

わ
ん
ぱ
く
親
子
ク
ラ
ブ

　

１
年
を
通
し
て
、
子
ど
も
（
未

就
園
）
の
成
長
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

と 

き
・
対
象
・
定
員　

４
月
〜
21

年
３
月（
毎
月
１
回
）、

▽ 

０
歳
親
子
（
定
員
８
組
）
＝
第

１
木
曜
日

▽ 

１
歳
親
子
（
定
員
10
組
）
＝
第

２
木
曜
日

▽ 

２
歳
親
子
（
定
員
10
組
）
＝
第

３
木
曜
日

▽ 

３
〜
６
歳
親
子
（
定
員
10
組
）

＝
第
４
木
曜
日

※ 

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
で
す
。

と 

こ
ろ　

交
野
市
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
青
年
の
家
横
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３

月
13
日
（
木
）
ま
で
に
、
直
接

か
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
１
０
・
８
２
７
０
）
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ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と 　

き　

４
月
１
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

※ 
４
か
月
児
健
診
と
共
催
で
、
両

子育て
　 第 1期わんぱく教室
　 マタニティー教室
　 ミルキィベビー教室
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 おなかペコペコおやつレッスン
健　康
　 4 月の予防接種
　 乳幼児の健診と相談
　 乳がん検診追加募集
　 保健所だより（4月分）
　 高齢者体力測定相談会

子
育
て

20
年
度

第
１
期
わ
ん
ぱ
く
教
室

と
き
・
コ
ー
ス
・
対
象

▽ 

火
曜
コ
ー
ス　

４
月
８
日（
火
）

〜
５
月
27
日
（
火
）
の
毎
週
火

曜
日
（
全
７
回
、
４
月
29
日
は

28
日
に
振
替
）
＝
14
年
４
月
２

日
〜
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

子
ど
も（
未
就
園
）と
保
護
者

▽ 

水
曜
コ
ー
ス　

４
月
９
日（
水
）

〜
５
月
21
日
（
水
）
の
毎
週
水

曜
日（
全
７
回
）＝
18
年
４
月
２

日
〜
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

子
ど
も（
未
就
園
）と
保
護
者

※ 

い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
で
す
。

と 

こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ち
ば
ん
ぼ
し
く
ら
ぶ
（
星
田

３

－

10

－

８　

星
田
保
育
園
内
）

定　

員　

各
12
組

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。初
参
加
の

人
や
第
１
子
を
優
先
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
生
年
月
日
・
年
齢
・

性
別
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤

兄
・
姉
の
有
無
と
同
伴
す
る

弟
・
妹
の
有
無
と
年
齢
を
記
入

し
、
３
月
10
日（
月
）〈
必
着
〉で

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室

と
き
・
内
容

① 

４
月
８
日
（
火
）
午
後
1
時
〜

４
時（
自
由
参
加
）

▽ 

妊
娠
中
か
ら
知
っ
て
お
き
た
い

子
育
て
支
援
情
報

▽ 

先
輩
マ
マ
・
赤
ち
ゃ
ん
と
の
交
流

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
た
め
の
食

事
▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
パ
パ
マ
マ
の
歯
の

教
室
（
歯
み
が
き
実
習
）〈
透
明

コ
ッ
プ
・
新
し
い
歯
ブ
ラ
シ
代

１
０
０
円
が
必
要
〉

② 
４
月
12
日
（
土
）
午
前
９
時
10

分
〜
正
午
（
予
約
制
、
４
月
２

日
か
ら
受
け
付
け
）

▽ 

妊
娠
期
の
生
活
・
家
族
計
画
の

知
識（
助
産
師
）

▽ 

ち
ょ
っ
と
お
先
に
育
児
体
験

（
パ
パ
も
一
緒
に
も
く
浴
・
妊

婦
体
験
）

※ 

祖
父
母
も
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
2

階　

体
験
学
習
室

ミ
ル
キ
ィ
ベ
ビ
ー
教
室 

　

無
理
な
く
、〝
自
分
な
り
〞
の
母

乳
育
児
の
仕
方
を
赤
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

４
月
８
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
、
保
健
師
の
育
児
相
談
、
助

産
師
が
お
っ
ぱ
い
を
見
て
授
乳

の
相
談
に
の
り
ま
す

対 　

象　

お
お
む
ね
生
後
３
か
月

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

※
参
加
は
１
回
に
限
り
ま
す
。

定　

員　

20
組（
予
約
制
）

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、タ
オ
ル

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

６
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課

お
な
か
ペ
コ
ペ
コ

お
や
つ
レ
ッ
ス
ン

と 　

き　

３
月
18
日(

火)

午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

運
動
療
法
室

内 　

容　
「
簡
単
・
ら
く
ら
く
！

手
作
り
お
や
つ
」
を
調
理
し
、

子
ど
も
と
一
緒
に
試
食

対 　

象　

２
歳
代
の
幼
児
と
保
護
者

定　

員　

先
着
20
組

参
加
費　

１
組
２
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、

筆
記
用
具

※ 

託
児
が
あ
り
ま
す
。必
要
な
も

の(

お
む
つ
、
汚
れ
物
入
れ
な

ど)

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

４
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課 

方
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

〒
５
７
６

－

０
０
１
６　

星

田
３

－

10

－

８　

子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
わ
ん
ぱ
く
教
室
係

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
９
１
・
１
７
９
３
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

増
進
課
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健　
康

４
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

４
月
３
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２
階

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

費 　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）

※ 

生
後
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
医
療

機
関
で
の
接
種
（
有
料
）
に
な

り
ま
す
。医
師
の
指
示
で
６
か

月
ま
で
に
接
種
で
き
な
い
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

ひ
き
つ
け（
け
い
れ
ん
）
を
起
こ

し
た
こ
と
の
あ
る
人
や
、疾
患
な

ど
で
定
期
的
に
医
師
の
診
察
を

受
け
て
い
る
人
は
、主
治
医
と
相

談
の
う
え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
服
用
し
て
い

る
人
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
軟
こ
う

を
塗
っ
て
い
る
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

　

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
状
態
を

確
認
し
、
心
身
と
も
健
や
か
に
成

長
す
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

■
４
か
月
健
診

と　

き　

４
月
１
日（
火
）

対 　

象　

19
年
11
月
11
日
〜
12
月

10
日
生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
健
診

と　

き　

３
月
18
日（
火
）

対 　

象　

18
年
８
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
２
歳
６
か
月
健
康
ス
ク
ー
ル

と 　

き　

３
月
25
日（
火
）

対 　

象　

17
年
９
月
〜
10
月
生
ま

れ
の
幼
児

■
３
歳
６
か
月
健
診

と　

き　

３
月
12
日（
水
）

対 　

象　

16
年
８
月
生
ま
れ
の
幼

児
※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
２
時
で
す
。

■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
の

相
談
や
遊
び
の
紹
介
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
対
象

① 

３
月
11
日（
火
）＝
０
歳
児

② 

３
月
26
日（
水
）＝
１
歳
児
以
上

※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
30
分
〜
10
時
30
分
で
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

■
19
年
度
の
接
種
期
間

　

19
年
度
の
予
防
接
種
期
間
は
３

月
22
日（
土
）ま
で
で
す
。Ｍ
Ｒ（
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
）
２
期
（
13
年

４
月
２
日
〜
14
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
は
接
種
期
間
を
過
ぎ
る
と
任

意
接
種（
有
料
）に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
予
防
接
種
は
、
定
期

対
象
年
齢
内
の
人
は
４
月
１
日
か

ら
接
種
で
き
ま
す
。。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

19
年
度
乳
が
ん（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
）検
診
追
加
募
集

と 　

き　

３
月
19
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１
階

対 　

象　

昭
和
43
年
３
月
以
前
の

奇
数
年（
元
号
）生
ま
れ
の
女
性

※ 

20
年
度
（
４
月
〜
21
年
３
月
）

は
、
偶
数
年
（
元
号
）
生
ま
れ

の
女
性
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

 　

奇
数
年
生
ま
れ
で
希
望
す

る
人
は
、
こ
の
機
会
に
受
診
し

高
齢
者
体
力
測
定

相
談
会 

と 　

き　

４
月
７
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

作
業
療
法
室

内 　

容　

体
力
測
定
、
介
護
予
防

に
関
す
る
相
談
な
ど

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定　

員　

20
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

３
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

保
健
所
だ
よ
り（
４
月
分
）

■
肝
炎
検
査（
予
約
制
、無
料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
10
時

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査（
無
料
）

と 　

き　

第
２
・
4
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査（
有
料
）

と 　

き　

第
２
・
4
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録（
予
約
制
）

と 　

き　

第
２
・
4
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■
結
核
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■
特
定
疾
患（
難
病
）相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■
犬
の
引
き
取
り

と 　

き　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

時
30
分

※ 
要
印
鑑
、
大
型
犬
は
要
相

談
、１
頭
１
４
０
０
円

て
く
だ
さ
い
。

定　

員　

40
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

３
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

■
飲
料
水（
井
戸
水
）の
検
査（
有
料
）

と 　

き　

毎
週
月
〜
水
曜
日
午
前

9
時
〜
正
午

■
検　

便

と 

き
・
内
容　

①
毎
週
月
〜
水
曜

日
＝
腸
内
細
菌
②
毎
週
月
〜
木

曜
日
＝
寄
生
虫
卵
、
午
前
９
時

〜
正
午

■ 

室
内
空
気
検
査
（
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
な
ど
）（
有
料
、予
約
制
）

と 　

き　

毎
日
午
前
９
時
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
５
時
30
分

■
医
療
相
談

と 　

き　

毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡  
８
７
８
・
１
０
２
１
）
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健　
康

健　康
　 生活機能訓練
　 ゆうゆう元気アップ大作戦
　 元気アップサポーター養成講座
　 65歳からのいきいき健康講座

  耳より健康コラム

※各問い合わせ電話番号は、8ページの「電話番号案内」を参照してください。

生
活
機
能
訓
練

　

障
が
い
な
ど
で
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
人
に
対
し
、

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
が
個

別
訓
練
を
行
い
ま
す
。

対 　

象　

18
〜
64
歳
の
身
体
な

ど
に
障
が
い
が
あ
り
、
ゆ
う
ゆ

う
セ
ン
タ
ー
ま
で
通
所
可
能

な
人

※ 

介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支

援
認
定
者
お
よ
び
医
療
に
お

け
る
機
能
訓
練
（
リ
ハ
ビ
リ
）

を
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま

す
。

期　

間　

６
か
月
間

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

65
歳
か
ら
の

い
き
い
き
健
康
講
座

と
き
・
内
容

▽
３
月
21
日（
金
）

① 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分
＝

「
65
歳
か
ら
の
す
こ
や
か
食
生

活
」

② 

午
後
２
時
35
分
〜
３
時
30
分
＝

「
毎
日
い
き
い
き
！
運
動
習
慣
」

▽
３
月
28
日（
金
）

① 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
25
分
＝

「
お
口
の
手
入
れ
で
元
気
歯
つ

ら
つ
」

② 

午
後
２
時
35
分
〜
３
時
30
分
＝

「
こ
こ
ろ
の
健
康
〜
も
の
忘
れ
・

う
つ
病
を
防
ご
う
〜
」

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

定　

員　

各
回
50
人

※ 

両
日
と
も
の
参
加
が
望
ま
し
い

で
す
が
、
ど
ち
ら
か
１
日
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※ 

実
技
を
行
い
ま
す
。動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

手
鏡
・
透
明
の
コ
ッ
プ

（
28
日
の
み
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

増
進
課

　高齢者の死因でがん、心疾患、脳血管疾患に次
いで多いのが肺炎です。
　その多くは、口の中の細菌や食べかすが、肺に
誤って入ることで起こる誤

ごえん せ い

嚥性肺炎です。
　加齢とともにだ液の出が悪くなり、口のまわ
りの筋力も低下しやすくなります。その結果、食
べ物を飲み込みにくくなったり、むせやすくな
ったりすることが、この病気の原因となります。
　誤嚥性肺炎を予防するためには、次のことを
心がけることが大切です。
①口の中を清潔に保つ
② 口の機能維持のための体操やだ液腺マッサー
ジを行う
③ バランスの良い食事と適度な運動で、体の免
疫力を高める
問い合わせ　健康増進課

耳より健康コラム
介護予防「口腔機能編」

ゆ
う
ゆ
う

元
気
ア
ッ
プ
大
作
戦
！

　

口
の
手
入
れ
、
食
生
活
の
ポ
イ

ン
ト
、
転
倒
予
防
や
脳
の
活
性
化

な
ど
を
学
び
、
活
動
的
な
85
歳
を

目
ざ
し
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

４
月
10
日
（
木
）
〜
６

月
26
日
（
木
）
の
毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
全
12
回
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

内 　

容　

講
義
と
健
口
体
操
、
元

気
ア
ッ
プ
体
操
、
頭
ス
ッ
キ
リ

ゲ
ー
ム
な
ど

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

元
気
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座（
基
礎
編
）

　
「
介
護
予
防
」
を
知
り
、
地
域
で

活
か
す
コ
ツ
を
学
ぶ
連
続
講
座
で

す
。

と 　

き　

４
月
11
日
（
金
）
〜
５

月
16
日
（
金
）
の
毎
週
金
曜
日

午
後
２
時
〜
３
時
45
分
（
全
6

回
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

内 　

容　

介
護
予
防
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
と
簡
単
な
実

技
対 　

象　

介
護
予
防
に
興
味
が
あ

り
、
原
則
、
全
て
の
講
座
に
参

加
で
き
る
人

定　

員　

先
着
30
人

※ 「
基
礎
編
」
を
修
了
し
た
人
は
、

実
践
的
な
技
術
を
学
ぶ
「
応
用

編
」
の
受
講
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

10
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

の
人

定　

員　

15
人

参 

加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代
な

ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

３
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課
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街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

い
き
い
き
歌
体
操
グ
ル
ー
プ
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」

「
笑
い
」
で
心
と
体
を
健
康
に Vol.44

　

交
野
・
枚
方
・
寝
屋
川
・
四
條
畷
と
4
市

に
ま
た
が
り
、
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
妙
見
坂

小
学
校
区
福
祉
委
員
会
主
催
の
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
に
参
加
し
て
い
た
、
い
き
い
き
歌
体

操
グ
ル
ー
プ
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
を
訪
ね
、
グ
ル
ー

プ
代
表
の
久
保
尚
武
さ
ん
と
メ
ン
バ
ー
の
み

な
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 　

団
体
創
設
の
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ 　

個
人
的
な
話
な
の
で

す
が
、
私
の
母
と
妻
が

療
養
生
活
中
に
高
齢
者

の
無
料
診
療
な
ど
で
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た
ち
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　
　

そ
こ
で
私
も
地
域
に

　

 

恩
返
し
を
し
た
い
と
考
え
、
定
年
退
職
後
、

府
の
シ
ル
バ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
ま
し
た
。そ
の
講
座
の
中
で
歌

体
操
に
出
会
い
、交
野
・
枚
方
・
寝
屋
川
の

同
期
生
6
人
が
、
各
市
で
連
携
を
取
り
合

い
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。現
在
の

会
員
数
は
、交
野
28
人
、全
体
で
71
人
で
す
。

Ｑ 　

活
動
の
目
的
と
内
容
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ 　

私
た
ち
は「
寝
た
き
り
に　

な
ら
な

い
！
さ
せ
な
い
！
つ
く
ら

せ
な
い
！
」
を
目
標
に
、
地

域
小
学
校
区
福
祉
委
員
会

主
催
で
行
わ
れ
る
「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
や
老
人
福
祉
施

設
を
訪
問
し
、
唱
歌
や
懐
メ

ロ
を
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
簡

単
な
動
作
の
歌
体
操
を
し

て
い
ま
す
。

Ｑ 　

活
動
状
況
は
ど
う
で
す

か
。

Ａ 　

う
れ
し
い
こ
と
に
毎
年

依
頼
が
増
え
、
交
野
市
だ

け
で
も
1
か
月
に
30
回
以

上
、
1
日
で
2
つ
の
会
場
を

使
う
こ
と
も
あ
り
、
年
間

４
０
０
回
を
超
え
て
い
ま

す
。

　

 　

そ
の
た
め
に
、
新
し
い
依

頼
を
受
け
ら
れ
る
日
が
少

な
く
、
メ
ン
バ
ー
が
増
え
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

歌
体
操
で
意
識
し
て
行
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

Ａ 　

体
の
健
康
だ
け
で
は
な
く
心
を
豊
か
に

す
る
癒
し
の
1
時
間
と
し
て
、「
笑
い
」を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。笑
い
な
が
ら
楽
し
ん
で

や
る
こ
と
で
、間
違
い
さ
え
も
参
加
者
の
緊

張
感
が
ほ
ぐ
れ
る
良
い
刺
激
に
な
り
ま
す
。

　

 　

他
に
も
、
参
加
者
同
士
の
交
流
が
深
ま

る
よ
う
に
と
、
体
操
の
中

に
手
を
つ
な
い
で
人
と

触
れ
合
う
動
作
を
入
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ 　

参
加
者
の
反
応
は
ど

う
で
す
か
。

Ａ 　

歌
体
操
が
終
わ
っ
た

後
に
、
み
な
さ
ん
か
ら
、

ま
た
来
て
く
だ
さ
い
と

よ
く
言
葉
を
か
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。ま
た
、
旅

行
な
ど
自
由
に
外
出
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、月
一
回
の
歌
体
操
を
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
と
の
声
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

 　

そ
う
い
う
声
に
と
て
も
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ 　

私
た
ち
は
活
動
を
通
じ
て
、喜
ん
で
も
ら

う
と
い
う
充
実
感
と
参
加
者
か
ら
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

楽
し
い
雰
囲
気
で
和
気
あ
い
あ
い
と
や

っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。そ
し
て
一
緒
に
楽
し
い
歌
体
操
の

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
問 

い
合
わ
せ　

い
き
い
き
歌
体
操
グ
ル
ー
プ

「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
代
表　

久
保
尚
武
さ
ん（
℡  

８
９
１・
８
９
９
６　

url:http://w
w
w
.

bea.hi-ho.ne.jp/ht-kubo/

）

ふれあいサロンに参加していた
「HAND」のみなさん

ホーム明星でのイベント

手をつないでの歌体操
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あ る ば む

AA L BB U M
あ る ば む

百人一首かるた大会に初挑戦
　1月 23 日（水）、第一中学校体育館で、情操教育
の一環として、百人一首のかるた大会が開催され、
同校 1年生 210人が参加しました。
　生徒たちは 6人 1組になり、読み手が読みあげる
百人一首を聞きながら、必死にかるたに目を凝らし
ていました。
　生徒からは「初めての経験だったけど、白熱して
楽しかった」との感想がありました。

歌って踊って国際交流
　1月 20日（日）、青年の家で、歌声プラザ in 交野
が開かれ、国際交流に関心のある市民ら 51人が参
加しました。
　当日のプログラムは、合唱、ハーモニカやオカリ
ナの演奏、中国出身の女性による独唱に特別イベン
トの隠し芸など盛りだくさんの内容。
　なかでも三味線グループの演奏をバックに全員
で炭坑節を踊るところでは、交流の深まりと一体感
を感じました。

棚
たなばた

機の万葉歌碑除幕式
　1月 19日（土）、機物神社境内で棚機の万葉歌碑
の除幕式が行われ、市民ら 50人が参加しました。
　歌碑は、昨年の第 10回全国七夕サミット開催を
記念し、天の川七夕星まつりの会から寄贈されたも
ので、中村武三宮司ら 6人により除幕されました。
　歌碑の説明の後、刻まれた柿本人麻呂の歌「棚機
の　五

い ほ は た

百機立てて　織る布の　秋さえ衣　誰か取
り見む」の朗読を出席者全員で行い、式典は無事終
了しました。

福笑いで邪鬼払い
　2月3日（日）、星田神社で恒例の節分祭が行われ、
福を求める大勢の市民でにぎわいました。
　当日は天候が雨だったため、当初予定していた豆
まきを福笑いに変更。年男・年女が横一列に並び、
参加者と向き合って互いに「わっはっはっは」と福
笑いを交して豆を渡しました。
　笑い声が小さいと両サイドに立つ赤鬼・青鬼か
ら「もっと大きく笑え！」とげきが飛び、境内に大き
な笑い声が響きました。



(23)20.03.01

ジャズの調べで大人の夜を
　1月26日（土）、ゆうゆうセンター多目的ホールで
「足立衛ライブ」が開かれ、約200人のジャズファン
が集まりました。
　交野ジャズクリエーションが、「Ａ列車で行こう」
など5曲を熱演。その後、関西ジャズ協会の理事で
あり、サックス、クラリネットのジャズプレイヤー
の足立衛さんが加わった「足立衛クインテット」が
登場。「メモリーズオブユー」「星降るアラバマ」など
14曲を演奏しました。
　参加者たちは思わず体を動かしたり、口ずさんだ
りして演奏を楽しんでいました。

AA L BB U M

しっとり、新年素謡・仕舞発表会
　1月27日（日）、私部会館で交野交謡会の新年
素
すうたい

謡・仕
し ま い

舞発表会が開催され、会員や見学者60人が
参加しました。
　新年の発表会にふさわしく、外は小雪がちらつく
天気でしたが、会員たちは、日ごろの練習の成果を
熱心に披露していました。
　見学していた人たちも、奥深い能の世界を垣間見
ているような感覚で発表会に見入っていました。

高くあがれとんどの炎
　1月 14 日（祝）、住吉神社で、毎年恒例のとんど
が行われました。
　境内には、10㍍を超すやぐらがそびえ立ち、祝

のりと

詞
が終わりやぐらに点火されると、瞬く間に炎が上が
り、あたりは昼のような明るさと熱気に包まれまし
た。
　やがて、正月飾りがたかれるころになると、竹の
はじける「ポンポン」という景気のいい音が響き、参
加者らは歓声をあげていました。

抜き打ちで非常参集訓練
　1月 18 日（金）、「同日、午前 6時 00 分に、生
駒断層を震源地とするマグニチュード 7.5、震度 6
強の地震が発生」「交通手段が寸断されている」と
の想定で、市の管理職 162 人を対象とした抜き打
ち参集訓練が行われました。
　連絡を受けた各職員は徒歩や自転車などで参集
場所の市役所別館中会議室に集合。参集状況は、
30 分以内が 31 人（19.1％）、1 時間以内が 107
人（66.0％）、最終受付終了の午前 8時 30 分まで
の参集人数は、143人（88.3％）でした。
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郡津の石仏さん

協力：歴史民俗資料展示室ボランティア解説員（℡ 810・6667）

あ
り
ま
す
。門
を
入
る
と
正
面
に

地
蔵
堂
、
そ
の
後
ろ
に
九
重
層
塔

が
見
え
ま
す
。こ
の
塔
は
、
上
部

と
下
部
で
石
質
・
形
態
が
違
っ
て

お
り
、
少
な
く
と
も
３
つ
の
塔
を

寄
せ
集
め
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
頂
部
は
五
輪
塔
の
水
輪

が
乗
せ
ら
れ
て
い
て
、
一
番
下
の

四
角
い
石
の
四
面
に
そ
れ
ぞ
れ
、

弥
勒
菩
薩
・
阿
弥
陀
如
来
・
釈

迦
如
来
・
薬
師
如
来
が
彫
ら
れ
て

い
ま
す
。ど
の
像
も
30
㌢
く
ら
い

の
大
き
さ
で
、
風
化
が
進
み
、
顔

の
表
情
や
手
と
組
ま
れ
た
足
の
様

子
が
か
ろ
う
じ
て
わ
か
る
程
度
で

す
。

　

も
と
も
と
こ
の
塔
は
、
長
宝
寺

（
現
、
郡
津
神
社
境
内
）
に
あ
り
ま

し
た
が
、
廃
寺
と
な
っ
た
た
め
明

遍
寺
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
め
い
て
く
る
3
月
、
の
ん
び

り
と
郡
津
の
里
を
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
月
は
、

郡
津
駅
か
ら
丸
山
古
墳
方
面
に
進

み
、
東
高
野
街
道
や
明
遍
寺
周
辺

の
道
す
が
ら
に
た
た
ず
む
石
仏
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

「
郡
門
」と
入
っ
た
お
地
蔵
さ
ん

　

郡
津
駅
か
ら
北
東
へ
進
む
と
、

「
危
険
」
と
注
意
書
き
が
は
ら
れ

た
大
き
な
石
灯
篭
が
立
っ
て
い
ま

す
。文
政
13
年（
１
８
３
０
年
）に

造
ら
れ
た
常
夜
灯
で
す
。

　

石
灯
篭
の
角
を
曲
が
り
、
東
に

進
む
と
極
楽
寺
が
あ
り
ま
す
。そ

の
本
堂
の
前
と
竹
や
ぶ
の
前
に
は

墓
石
が
並
び
、
中
ほ
ど
に
「
郡
門
」

と
文
字
が
入
っ
た
お
地
蔵
さ
ん
が

立
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。郡
門
と
は
、

昔
の
郡
津
の
こ
と
で
す
。

　

右
手
に
錫

し
ゃ
く
じ
ょ
う

杖
、
左
手
に
宝
珠
を

持
ち
、
今
に
も
こ
ち
ら
に
歩
き
出

し
そ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
お
地
蔵

さ
ん
で
す
。。

　

ほ
か
に
も
、
枚
方
市
と
の
境
に

あ
る
郡
津
共
同
墓
地
の
一
番
奥
に

は
、「
南
無
妙
法
蓮
華
経
・
瑞
塔
寺
」

と
刻
ま
れ
た
大
き
な
石
柱
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
石
柱
に
も
右
面
に
「
河
州

交
野
郡
郡
門
村
」、
左
面
に
「
享
保

八
（
１
７
２
３
）
癸
卯
九
月
十
八

日
」と
あ
り
、こ
の
こ
ろ
に「
郡
津
」

は
「
郡
門
」
と
書
か
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。　

辻
の
お
地
蔵
さ
ん

　

極
楽
寺
か
ら
、
古
い
道
を
た
ど

り
な
が
ら
南
東
へ
進
む
と
東
高
野

街
道
と
出
会
い
ま
す
。

　

こ
こ
は
四
辻
に
な
っ
て
い
て
、

そ
の
北
東
に
赤
い
頭
巾
と
赤
い
服

を
着
た
お
地
蔵
さ
ん
が
立
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
お
地
蔵
さ
ん
、
実
は
頭
部

が
失
わ
れ
て
い
て
、
代
わ
り
顔
が

描
か
れ
た
丸
い
石
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
お
地
蔵
さ
ん
も
、
近
所

の
方
に
愛
さ
れ
、
い
つ
も
新
し
い

花
と
供
物
が
供
え
ら
れ
て
い
ま

す
。最
近
ま
で
八
月
の
地
蔵
盆
に

あ
わ
せ
て
地
蔵
祭
り
が
さ
さ
や
か

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

明
遍
寺
と
九
重
層
塔

　

辻
の
お
地
蔵
さ
ん
か
ら
東
へ

２
０
０
㍍
ほ
ど
行
く
と
明
遍
寺
が

辻のお地蔵さん

極楽寺前のお地蔵さん
※右下に「郡門」の文字
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郡　津　石仏めぐりマップ

　

お
寺
や
野
の
石
仏
さ
ん
は
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
に
人
々
の
何
ら
か
の

思
い
を
も
っ
て
彫
ら
れ
、
立
て
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
後
の
人
々
の
い

ろ
ん
な
生
き
ざ
ま
を
見
て
、
苦
し

み
、
悲
し
み
、
悩
み
を
慈
悲
深
く

受
け
入
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
思
い
で
石
仏
さ

ん
と
向
き
合
う
と
き
、
私
た
ち
は

安
ら
ぎ
を
覚
え
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
で
昨
年
の
４
月
か
ら
行
っ

て
き
ま
し
た
「
里
の
石
仏
さ
ん
」

を
終
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ご
愛
読
ど
う
も
あ
り
が
ご
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員

　

中
光
司

　

こ
の
塔
は
南
北
朝
か
ら
室
町

前
期
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
他
に

も
二
尊
仏
や
お
地
蔵
さ
ん
・
阿
弥

陀
さ
ん
な
ど
数
多
く
並
べ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
相
当
に
古

そ
う
に
見
え
ま
す
。中
に
は
唐
臼

の
軸
受
け
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の

か
、
頭
部
に
へ
こ
み
を
も
っ
た
お

地
蔵
さ
ん
も
あ
り
ま
す
。

　

鎌
倉
地
蔵
さ
ん

  

明
遍
寺
境
内
の
墓
地
の
中
ほ
ど

に
鎌
倉
地
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
る
石

仏
さ
ん
が
い
ま
す
。

　

風
化
が
激
し
く
顔
の
表
情
や
衣

の
状
態
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
組

ん
だ
足
の
上
に
両
手
を
置
き
、
両

親
指
の
先
を
接
し
、
人
差
し
指
を

立
て
る
阿
弥
陀
如
来
の
印
相
を
結

ん
で
お
ら
れ
る
状
態
は
わ
か
り
ま

す
。

　

こ
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、
鎌
倉
時

代
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

腰
部
よ
り
下
が
省
略
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
室
町
前
期
か
ら
中
期

に
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

主な交野市文化財の公開日
■重要文化財（要申し込み）

▽  山添家住宅＝5月10日（土）・13日
（火）午前10時～

▽ 北田家住宅＝ 11月 18 日（火）・23
日（祝）午前11時 30分～
■市指定文化財（要申し込み）
　5月10日（土）・13日（火）
　11月18日（火）・23日（祝）

▽廃千手寺収蔵庫（聖観音立像・如意輪
　観音坐像＝河内森駅に午後１時集合

▽  薬師寺（千体仏・薬師如来立像）、星田
寺　（十一面観音立像）＝星田会館に
午後3時集合
参加費　無料
※文化財担当者による説明があります。
申 し込み・問い合わせ　文化財事業団
（℡   893・8111）

八葉蓮華寺一般公開日変更
　これまで毎月第3日曜日に行っていた
八葉蓮華寺の重要文化財・阿弥陀如来
立像の一般公開日が4月から変更になり
ます。
公 開日　5月18日（日）、11月16日（日）
現地に午前11時集合（要申し込み）
保存協力金　300円
※  20 人以上の団体の場合は、公開日以
外でも随時受け付けます。

※ 文化財担当者による説明があります。

九重層塔

鎌
倉
地
蔵
さ
ん
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、

　　　　　　　　　

児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡ 891・1825）、青年の家図書室（℡ 893・4881）

一　般　書

アバラーのぼうけん
　ベバリイ・クリアリー　学習研究社
かきやまぶし
　内田麟太郎　ポプラ社
犬と私の 10の約束
　さとうまきこ　ポプラ社
和菓子のほん
　中山圭子　福音館書店
よもぎのはらのおともだち
　あまんきみこ　PHP研究所
かえるをのんだととさん
　日野十成　福音館書店
彼岸花はきつねのかんざし
　朽木祥　学習研究社
国旗と地図
　フレーベル館

生き方が変わる数学
　樺旦純　日本文芸社
種を蒔く日々
　秋山ちえ子　講談社
美術の核心
　千住博　文藝春秋
猫のパジャマ
　レイ・ブラッドベリ　河出書房新社
ケンタロウの日替り定食
　ケンタロウ　学習研究社
たのしい切り紙なくらし
　藤田順　エムシープレス
立派になりましたか？
　大道珠貴　双葉社
ぬばたま
　あさのあつこ　新潮社

お知らせ

　ここで紹介する本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。
この他にも多数あります。読みたい本が見つからないときは、係
員にお尋ねください。本の予約、リクエストも受け付けています。

「おっぱい」
みやにし　たつや　作・絵

すずき出版

　ぞうさん、ね
ずみさん、ごり
らさん…見開き
いっぱいに描か
れた動物のおっ
ぱい。
　ページをめくるとそれぞれの
親子の授乳の様子が。
「たくさんのんで　おおきくな
ぁれ」「たくさんのんで　つよ
いこになぁれ」という優しい語
りかけは、子どもの成長を願う
お母さんの愛情にあふれていま
す。
　そして最後に出てくるのは、
「やわらかくてあったかい　お
かあさんのおっぱい」「ぼくがこ
のまえまでのんでいた　おっぱ
い」。でも今は…？
　裏表紙に描かれた、少し大き
くなった「ぼく」の誇らしげな
姿が何ともほほえましく、温か
い気持ちになれる１冊です。

地
球
温
暖
化
コ
ラ
ム

　
「
北
極
が
大
変
！
」

　

地
球
温
暖
化
は
、
世
界
中
で
均
一
に
気
温
が

上
昇
す
る
の
で
は
な
く
、
場
所
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
。北
極
の
気
温
は
こ
こ
１
０
０
年
、世
界
平

均
の
２
倍
の
早
さ
で
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

北
極
の
夏
の
海
氷
も
、
今
世
紀
中
に
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昨
夏
は
予
測
よ
り
30
〜
40
年
進
ん
だ
状
態
が
記

録
さ
れ
ま
し
た
。温
暖
化
が
予
想
を
上
回
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ド
イ
ツ
の
動
物
園
の「
ク
ヌ
ー
ト
」で
有
名
な

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
も
北
極
の
温
暖
化
が
進
む
と

絶
滅
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。動
物
園
の
人
気
者

を
絶
滅
さ
せ
た
く
な
い
も
の
で
す
。

      

                   

　「エコドライブ」とは、車の燃料を節約して排出ガ
スを少なくする運転方法です。ちょっとしたエコ意識
や、安全運転、交通マナーを守ることが省エネ運転に
つながります。
　環境にも家計にも交通にもやさしいエコドライブを
実践しましょう。
★ふんわりアクセル「eスタート」
　5秒かけて時速 20㌔になるようゆっくり発進
　⇨年間でCO2 194 ㌔㌘、ガソリン 83.6 ㍑削減
★早めのアクセルオフ
　急ブレーキにならないよう早めにスピードダウン
　⇨年間でCO2 42 ㌔㌘、ガソリン 18.1 ㍑削減
★アイドリングストップ
　短い時間のエンジン停止でも効果あり
　⇨年間でCO2 40.2 ㌔㌘、ガソリン 17.3 ㍑削減
★マイカー利用を控える
　徒歩・自転車での移動や公共交通機関を利用
　⇨渋滞や違法駐車を減らすことにもつながります
※ 削減量は、2,000cc の普通乗用車が年間 1万㌔㍍走
行、平均燃費 1㍑あたり 11.6 ㌔㍍で計算していま
す。
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消費者相談（消費生活専門相談員）
　 平日 9時 30分～正午と 13時～ 16時、市役所本館 2階（℡  
891・5003）

就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日 13時～ 16時と水曜・金曜日 10時～正午と 13
時～ 16時、市役所本館 2階（℡   892・0121）

※問い合わせ　商工観光課（℡   892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　毎週水曜日 14時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡   893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第 3木曜日 13時～ 16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡   892・0121）

法律相談（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予約制）
夜間法律相談（弁護士）
　  27 日（木）18時～ 21時、市役所別館、定員 6人 (予約制 )
【 法律相談、夜間法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合は
その翌日)の 9時 30分から電話で市長公室（℡   892・0121)】
登記相談（司法書士・土地家屋調査士 )
　12日 ( 水 )13 時～ 15時、市役所別館
行政相談 ( 総務省行政相談委員 )
　 8 日 ( 土 ) 星田市民センター、21日 ( 金 ) 市役所別館、いず
れも 13時 30分～ 16時

年金なんでも相談（社会保険労務士）
　25日（火）13時～ 16時、市役所別館
相続・遺言相談（行政書士）
　26日（水）13時～ 15時、市役所別館
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡   892・0121）

教育相談（教育相談員）
　平日 10時～ 16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡   892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員）
　平日 16時～ 17時 30分、市長公室人権政策担当
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡   892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　平日 9時～ 17時 30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）
子育て支援相談（保育士・職員）

▽  月～金曜日 9時～ 17 時 30 分、交野市地域子育て支援セン
ター（私部 2－ 29－ 5 青年の家横　℡   810・8270）

▽  来所＝毎週火・水・木曜日 13 時～ 16 時、電話＝平日 9時
～ 17時、子育て支援センター「いちばんぼしくらぶ」（星田
3－ 10－ 8　星田保育園内　℡   891・1793）

心身障がい者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 （身体）第 1・3水曜日（知的）第 1水曜日、第 3金曜日、いず
れも 13～ 16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分
知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　毎週火・木曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　障がい福祉課（℡   893・6400　℻   891・6241）
高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 平日 9時～ 17 時 30 分、ゆうゆうセンター内地域包括支援
センター（℡   893・6423）
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡   893・6400）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　7日（金）と 21日（金）13時 30分～ 15時、青年の家
　11日（火）10時～ 11時 30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時（℡   893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日 9時～正午と 13時～ 16時 30分、ゆうゆうセン
ター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡   893・6400）

女性相談（女性相談員）
　 13 日（木）14時～ 16時 30分、ゆうゆうセンター 2階、定
員 3人（予約制）、予約は電話で市長公室人権政策担当（℡   
892・0121）

人権相談（人権擁護委員）
　27日（木）14時～ 16時 30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　平日 10時～正午と 13時～ 16時、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡   892・0121）

育児相談（副園長・主任保育士）
　毎週火・水・木曜日 13時～ 15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡   891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡   892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡   892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡   892・8433）
　いずれも 13時～ 15時
※問い合わせ　各幼児園

粗大ごみ予約受付センター（℡   891・5
ごみなし

374　午前9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

収集地区 5日（水）12日（水）19日（水）26日（水）

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・松塚・
梅が枝

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部・私部南・私部
西・青山・向井田・
私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田
西・南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一部を含む）・
幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・
寺南野・私部西・駅前住宅（私部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金
私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・藤が尾・
星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・妙
見坂・妙見
東・私市・
私市山手

幾野・梅が
枝・私部西・
郡津・松塚

天野が原町・
私部・私部
南・寺・寺
南 野・ 森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青山・倉治・
東倉治・神
宮寺・向井
田

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

3 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

3 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡   892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗大ごみ
予約受付センターへ申し込みが必要です。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマ
ニュアル」をご参照ください。）

法
律
・
行
政

暮
ら
し

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

人
権
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交野大正琴の会
　毎週月・火・水曜日午前、公
共施設（交野・郡津）。手軽に簡
単に演奏できる大正琴をみんな
で楽しく弾きませんか。なつメ
ロ・歌謡曲・映画音楽など。入
会金無料。月会費 3,000 円。詳
細は電話で。［問］小澤さん（℡  
894・0667）

大阪市民踊　ふじ美会
　月 3回水曜日、藤が尾府営集
会所、月 3回木曜日、ゆうゆう
センター運動療法室。時間は午
後 1 時 30 分～ 3 時 30 分。健
康づくりに頭と身体を使って
一緒に民踊を楽しみませんか。
服装自由。会費 2,000 円。1日
体験可。［申・問］札埜さん（℡  
893・3758）

ママ大好き☆ドレミふぁ！らんど
　5 月～ 21 年
3 月の毎月第
2・4 火曜日午
前 9 時 30 分
～、午前 11 時
～、午後 1時～
（3 回開催）、公

共施設（交野・郡津・星田西）。
音楽大好きな親子集まれ～。音
楽と保育経験豊かな講師と一緒
に楽しく歌や手遊びをしましょ
う。対象は 2・3 歳児。月会費
2,000 円。［申・問］小澤さん（℡  
894・0667）か、角田さん（℡  
893・9189）

フレッシュアップジャズ体操
　毎週金曜日午前 10 時～ 11
時 30分、交野会館（郡津駅前）。
ストレッチ・エアロビクス・ジ
ャズダンス。対象は女性。入会
金 1,000 円。月会費 3,000 円。
インストラクターは長谷山榮子
さん。［申・問］直接会場か、服
部さん（℡   891・4073）

ふるさと講座 20年度会員
　4月～ 21 年 3月の原則毎月
第 3火曜日。行き先は交野と関

連ある地域（日帰り）。定員先着
50人。年会費4,000円。講師は
平田さん、高尾さん、寺田さん。
［申］3 月 25 日（火）午前 9時
～星田市民センター（先着順に
整理券配布）［問］大門さん（℡  
892・5355）

エミック英会話クラブ
　毎週水曜日午後 3 時～と、
土曜日午前 9 時 15 分～と午
後 1時～、星田出張所 2階対策
室。週 1 回 45 分。学年別に時
間差スタート。対象は小学生。
各クラス若干名募集。月 1回外
国人講師。入会金無料。月会費
3,000 円。［問］上本さん（℡  ・
℻   893・9060）

カラオケサークル美樹
　毎月第 1・3火曜日、青年の
家、毎月第 1・3水曜日、星田会
館（男性）、毎月第 2・4水曜日、
星田会館（女性）の 3クラス。午
後 1時 30 分～。一緒に新曲を
覚え、歌いませんか。まずは無
料体験見学へお越しください。
入会金 1,000 円。月会費 2,500
円。［申・問］直接会場か、荒井
さん（℡   891・9757）

TOEIC600 点対策コース
　4月 6日（日）
から毎週日曜
日午前 10 時～
正 午（10 回 コ
ース）、交野会
館（郡津駅前）。
最小開講人員 3

人。参加費 2万 5,000 円（教材
費別）。［申・問］交野市国際交
流協会（℡   894・1113　月～
金曜日午前 9時～午後 5時）

ピーナッツ　双子・三つ子の会
　毎月第 4金曜日午前 10時～
正午、ゆうゆうセンター。多胎
児育児の悩みをみんなで解決し
たり、双子用品リサイクルなど。
見学可。ホームページ（http://b
log.kansai.com/peanut）。［問］

社会福祉課（℡   893・6400）
　
交野クラブ（女子）
　バドミントン４月教室生募
集。毎週水曜日午後 3時～ 5時
と、毎週土曜日午前 9時 30 分
～ 11 時 30 分、いきいきラン
ド交野。月会費 2,000 円。入会
金無料。経験者の方歓迎。［問］
溝渕さん（℡   891・3306）

交野市卓球連盟
　毎週月曜日午
後 1 時～ 5 時、
水曜日午前 9
時 30 分～午後
3 時（日時変更
あり）、いきい
きランド交野。

対象は市内在住・在勤者。入会
金1,000円。年会費1万 2,000
円。小学 4年生～中学生（若干
名）5,000 円。ただしジュニア
は 4月 30日締め切り。［申・問］
𠮷岡さん（℡   891・5492）

トールペイント教室
　毎月第 2・4火・水曜日午前
10 時～正午、ゆうゆうセンタ
ー。初心者も大歓迎です。楽し
くペイントしませんか。入会金
無料。会費 1回 1,500 円（絵の
具代込み）［申・問］佐藤さん（℡  
810・2371）

農業大学校
2次募集

　昨年 12月に行った一次募集
で定員に達しなかったため、二
次募集を行います。
受 験資格　府内在住で、高校卒
業または同程度の学力があ
る人

募集期間　3月 7日（金）まで
試 験日　3月 14日（金）
［ 申・問］　府環境農林水産総合
研究所農業大学校（℡   072・
958・6551）

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ
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なんでもくらぶ地球環境を考える会
　月 3 回（3 月は 4・8 日午後
1時～と、15 日午前 9時～）、
ゆうゆうセンター。山基流、字、
枯葉、広告などイメージレター、
ライトアンドシェイド、ケナフ
染絵手紙の作品作りを楽しむ。
定員 30 人。月会費 500 円。指
導は山基流の山本もと子さん。
［申・問］山本さん（℡   090・
3925・0742）

交野フットボールクラブ
①〈日曜の部〉午前 8 時～ 10
時②〈日曜・平日の部〉日曜日
午前 8時～ 10 時と、平日午後
6時～ 8時、第二中学校・旭小
学校。対象は小学生。3 月 16
日（日）午前 10 時～、私部公
園管理棟で説明会あり。入会金
2,000 円。月会費① 1,500 円②
3,000 円。中高生入会可。［申・
問］根岸さん（℡   891・8451）

子供手作りパンとお菓子教室
　毎月第 1・3
土曜日午前 9
時 15 分～正午
と、毎月第 1・
3日曜日午後 1
時15分～4時、
ゆうゆうセンター調理室。対象
は小学 2 年生以上。会費 1 万
2,000 円（4～ 9月の月 1回 6
回分、材料費込み）［申・問］六
反田さん（℡   852・2203）

大人の手作りパンとお菓子教室
　月 8 ～ 9 回、平日午前 9 時
15 分～正午と、土・日曜日午
後 1時 15 分～ 4時、ゆうゆう
センター調理室。各自 1個作っ
て持ち帰り。参加費 1,000 円
（材料費別）。［申・問］六反田さ
ん（℡   852・2203）

女声コーラス「四季の会」
　毎月第 1・3・4 水曜日午前

10 時～、青年の家 303 号室。
結成してようやく 1年、発声も
歌もまだまだ発展途上ですが、
笑いの絶えない中、楽しく練習
に励んでいます。見学大歓迎。
入会金 1,000 円。月会費 1,500
円［問］澁谷さん（℡   891・
6787）

キッズコンサート出演者募集
　8月 3日（日）開催。楽器演奏
の部・子どもミュージカルの部
に出演してくれる音楽大好きっ
子を募集します。希望者は 3月
29 日（土）午前 10 時～、青年
の家で行う説明会へ親子同伴で
お越しください。［問］音夢の会
の前田さん（℡   090・2282・
0054）

家庭料理教室
　4月から毎月
第 2 土曜日午
前 9時 30 分～
正午、ゆうゆう
センター調理
室（予定）。和食
中心に洋食、中

華、菓子の家庭で簡単に作れる
料理教室。新規会員募集。入会
金2,000円。会費1回2,000円。
［申・問］谷河さん（℡   893・
1339）

交野歌謡クラブ
　毎月第 2・3・4 木曜日午後
1時 30 分～、青年の家 301 号
室。一緒に新曲を覚えませんか。
入会金 1,000 円。月会費 3,500
円（教材費込み）。同日午後 6時
～、「カラオケを愛する会」もあ
り。月会費は 2回 2,000 円、3
回 2,500 円。見学無料。［問］佐
藤さん（℡   891・7682）

合気道　ゆうゆう教室
　毎週金曜日午後 6 時 30 分
～、ゆうゆうセンター運動療
法室。対象は小学生。見学もど
うぞ。入会金 1,500 円。月会費
3,000 円。［申・問］徳田さん（℡  

893・9409）

大人のためのピアノサークル
　月 2 ～ 3 回、火・木曜日午
後（他の曜日は時間相談で）、青
年の家。楽しいピアノ仲間を募
集します。ベテラン講師が楽し
くレッスンします。第 2の人生
を楽しく！ 入会金 1,000 円。
月会費は 2 回 3,200 円、3 回
4,500 円。［申・問］橋本さん（℡  
893・6563）

中国語会話教室
　毎月第 1・3火曜日午後 1時
30分～3時30分、郡津公民館。
中国語の正しい発音・日常会
話まで。初心者歓迎。入会金無
料。会費 1回 600 円。講師は元
中国小学校教師の解さん。［申・
問］樋口さん（℡   090・7767・
3462）

交野学生書道会
　毎月第 1・2・3 水曜日午
後 1時～ 4時 30 分、青年の家
202号室または、毎月第 2・3・
4土曜日午前9時30分～正午、
青年の家 201 号室。ひらがな・
漢字の練習。対象は 5 歳～小
学 6年生。入会金 1,000 円。月
会費 1,800 円。講師は日本教育
書道連盟師範の生田松雪さん。
［申・問］直接会場か、生田さん
（℡   891・0138）

交野市書道同好会
　毎月第 2・4
火曜日午前 10
時～正午と午
後 2 時～ 4 時、
毎月第 2・4 水
曜日午後 1 時
～ 3時と午後 6
時～ 8時、青年の家 203 号室。
漢字・かな・実用書の練習。対
象は初心者。定員 15 人。入会
金 2,000 円。月会費 2,800 円。
指導は書道家の生田碧雲さん。
［申・問］直接会場か、生田さん
（℡   891・0138）

  募　　集　●●●
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人形劇「かさじぞう」を観て遊ぼう
　3 月 28 日
（金）、青年の家
304 号室。午前
10 時 30 分～、
子どものお買い
物ごっこスター

ト。午後 2時～、ユニット新空
ぱっくの人形劇「かさじぞう」
開演。参加費 1人 300 円（4歳
以上）。［申・問］交野おやこ劇
場（℡  ・℻   893・4960　月・水・
金曜日午前 10時～午後 2時）

交野市民ソフトテニス大会
　4月 6日（日）〈雨天の場合は
29日（祝）〉午前 8時 30分（開
場）～午後 4時、私部公園テニ
スコート。男女別ダブルス。対
象は中学生以上。参加費 1 組
1,000 円（中学生 600円）。［申・
問］3 月 27日（木）までに青年
の家（℡   892・7721）か、魚住
さん（℻  892・6146）

第 38回交野市市民テニス大会
　4 月 13 日（日）、私部公園
テニスコート。予備日は 20 日
（日）。一般男子複午前 8時、一
般女子複午前 9 時 30 分、壮
年男子（45 歳以上）午前 11

雪山に登ろう　丹波の山三尾山
　3月 9 日（日）、午前 7時 40
分に JR大阪駅中央改札前集合
（初心山の会会旗が目印）。雨天
中止。福知山線黒井駅－佐中峠、
黒頭山、三尾山の三峰登山口。
12 ㌔。参加費 300 円。交通は
青春 18 きっぷ使用。［申・問］
岩本さん（℡  892・0167）

坂越尾根、赤穂市
　3 月 22 日
（土）午前 7 時
30 分に河内磐
船駅集合。小雨
決行。京橋－大
阪－姫路－坂越
－木戸門跡－大
避神社－宝珠山。やや健脚向け
10 ㌔。参加費 200 円。交通費
2,300円（青春18きっぷ使用）。
［問］鶴園さん（℡   891・6002）

　　　　　

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行に
預託していただきました。

▽  JA 北河内女性会交野地区か
ら農業まつりのバザー売上
金の一部 1万円

▽ 倉治の新庄滋商店から1万円

▽ 星田北の新関西製鐵労働組合
から、第 19 回チャリティー
もちつき大会収益金から 20
万円（うち 5万円をこどもゆ
うゆうセンターへ、5万円を
やわらぎ授産所へ）

▽ 星田の金堀則夫さんから、交
野・星田郷土史かるた〈ほい
さ〉30 部（校区福祉委員会
へ渡しました）

▽松塚の岡本功さんから3万円

時、混合午後 1時。参加費 1組
2,000 円。対象は市内在住・在
勤・在学の人。［申・問］4 月
4 日（金）までに青年の家（℡  
892・7721）

  ハイキング●●●

呉枯ノ峰（木ノ本）533 ㍍
　4 月 5 日（土）午前 7 時 30
分に河内磐船駅集合。小雨決行。
尼崎－米原－木ノ本－基地の登
山口－四等三角点－頂上－近江
天満宮。一般向き 10㌔。参加費
200 円。交通費 2,300 円（青春
18きっぷ使用）。［申・問］鶴園
さん（℡   891・6002）

  善　　意　●●●

ファミリー草花教室
と　き　4月 6日（日）午後 1時 30分～ 3時
ところ　大阪市立大学理学部附属植物園
内 　容　草花の①土の作り方②種のまき方③植木鉢へ
の移植④育て方のポイントなどを実習しながら学ぶ

※ 当日は、種をまいた鉢と植物園で用意した苗をプレ
ゼントします。

対　象　小学生とその家族
定　員　15組（多数の場合は抽選）
受講料　無料
入園料　350円（中学生以下無料）
［申 ］往復はがき・ファクス・eメールに①住所②氏名
③年齢④電話番号を記入し、3月 27日（木）〈消
印有効〉までに〒 576 － 0004　私市 2000　大
阪市立大学理学部附属植物園（℻   891・2101　
e-mail:b-garden@sci.osaka-cu.ac.jp）

［問］同植物園（℡   891・2059）

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

星田で迎える5年目の大阪場所

　3月 9日（日）～ 23日（日）、大阪府立体育会館
で開催される大相撲大阪場所に備え、春日野部屋
（春日野親方・元栃

と ち の わ か

乃和歌）が、5年連続で星田会
館に宿舎を置きます。
　大阪場所では、ベテランの栃

とちのなだ

乃洋関や成長株の
栃
とちおうざん

煌山関などの活躍が期待されます。すでにけい
こが始まっていますので、星田周辺で力士らが歩
いている姿を見ることができるでしょう。



(31)20.03.01

  催　　し　●●●

社交ダンスパーティー
　3 月 2 日（日）午後 1 時 15
分～ 4時 15 分、ゆうゆうセン
ター。午後のひととき、ダンス
をお楽しみください。参加費
600 円（次回参加時 100 円割
引）［問］社交ダンス KATANO
の山口さん（℡   892・9285）

はなきんくらぶ
　3月 7日（金）・28日（金）午
後1時30分（開場）～4時、ホー
ム明星（星田 8－ 6－ 7）。カラ
オケ・囲碁・将棋など。対象は
市内在住の 60 歳以上の人。参
加費無料（喫茶は有料）。主催は
（社福）豊年福祉会。［問］浜崎さ
ん（℡   894・1798）

かたすい第 11回定期演奏会
　3月 9 日（日）
午 後 1 時 30 分
（開場）～ 4 時、
星 の 里 い わ ふ
ね。吹奏楽のコ
ンサート。曲目
は交野が原幻想、
アルヴァマー序曲、蘇州夜曲、
ジャパニーズ・グラフィティ
12など。入場無料。［問］三原さ
ん（℡   891・9855）

癒しの力は脳に有った ! !
　3月 12 日（水）午後 7時～、
ゆうゆうセンター 2階。健康に
興味をお持ちの方先着 20人ま
で。参加費無料。［申・問］㈳交

野青年会議所事務局（℡   892・
4500〈午後 1時～ 4時〉e-ma
il:info@katano-jc.or.jp）

憲法とくらしを考える会
　3月 15日（土）午後 2時～ 4
時、ゆうゆうセンター 2階体験
学習室。「くらしから見えてくる
憲法」。日々のくらしと憲法の
具体的な関わりについて考えて
みます。参加費 500 円。［問］辻
さん（℡   894・0499）

科学じっけん＆おもちゃづくり
　3月 16日（日）午前 10時～
正午、ホーム明星「星徳館」（星
田 8 － 6 － 7）。対象は大人と
小学生のペア。教材費 1人 300
円。主催は（社福）豊年福祉会。
［申・問］明星事務所（℡   891・
2029）

交野洋画同好会－弥生展
　3 月 18 日
（火）～ 23 日
（日）午前 9 時
30 分 ～ 午 後
4 時 30 分、青
年の家 1 階ロ

ビー。油彩画を中心に水彩画、
パステル画など約 40 点展示。
主催は交野洋画同好会。［問］矢
井さん（℡   892・5610）

読書会
　3月 18日（火）午前 10時～
正午、倉治図書館。「児童文学論・
第十章」「ノンちゃん雲に乗る」
（岩波書店）を読んできて感想
を語り合う。参加費 500 円。講

師は大谷朝さん。主催はかたの
子ども文庫連絡会。保育あり（要
申込）。［申・問］石倉さん（℡  
892・0219）

健康と美容について
　3月 24 日（月）午後 1時 30
分～ 4 時、いきいきランド交
野第 1会議室。「あなたの見た
目年齢はいくつですか？」。体
の老化予防と肌ケア法のお話
です。男女問わず参加自由。参
加費無料。［申・問］3 月 22 日
（土）までに三木さん（℡   090・
9468・1975）

子供硬式テニス教室
　3 月 25 日
（火）～ 28 日
（ 金 ）・31 日
（月）〈全 5回〉
午 前 9 時 ～
11 時 の 間 で
1 時間、私部
公園テニスコート。対象は市内
在住の小学 3～ 6年生（3月現
在）。参加費 2,500 円（保険代
含む）。［申］3 月 15 日（土）ま
でに青年の家［問］安永さん（℡  
891・1923）

いけ花展「家庭に花を」
　3月 25日（火）～ 30日（日）
午前10時～午後4時30分（30
日は午後 3時まで）、青年の家
1 階ロビー。26 日～ 28 日の
午前 11 時～午後 3時、お茶の
お立て出しあり。主催は交野市
茶華道協会。［問］小川さん（℡  
891・2663）

　　　　　

人口と火災・救急編集手帳
1 月末の市の人口（前月比）

人　口 79,158 人 （－ 294）
男 38,574 人 （－ 277）
女 40,584 人 （－  17）
世帯数 30,022　 （－ 290）

1 月の火災と救急
火災 2件 救急 212件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消防
サイレンを鳴らします。
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脇
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野  悠
ゆうすけ

介です　 平成19年9月27日生
安
あ べ

部  慈
な り と

人です　 平成19年10月4日生
光
みつさだ

定  駿
しゅん

です　 　 平成19年7月26日生

「みんなでベビーマッサージ
はだかんぼうは気持ちがいいね！」

（妙見坂）
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「こんにちは」
写真を募集中

　「こんにちは」のコーナーで紹介するお子
さん（就学前）を募集しています。
　申し込み用紙に、子どもの名前、子どもの
生年月日、住所、電話番号、メッセージ（30
文字以内）、メッセージの送り主の名前を記
入し、写真を添えて市長公室広聴広報担当ま
で郵送か、持参してください。
※ 掲載は先着順のため、申し込み日から数か
月後になる場合があります。なお、写真の
状態により、差し替えをお願いする場合が
あります。

※ 申し込み用紙は、広聴広報担当で直接受け
取るか、ホームページ（http://www.city. 
katano.osaka.jp/koho/download.html）か
らダウンロードしてください。

申し込み・問い合わせ
　市長公室広聴広報担当（〒 576－ 8501　
交野市私部 1－ 1－ 1　℡   892・0121)

（写真左上、下、右上の順に）


